
　

12
月
定
例
会
は
、12
月
1
日
に

招
集
さ
れ
、12
月
18
日
ま
で
18
日

間
の
会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
、「
福
岡
県
議

会
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙

公
報
の
発
行
に
関
す
る
条
例
」、

「
福
岡
県
薬
物
の
濫
用
防
止
に
関

す
る
条
例
」の
議
員
提
出
議
案

2
件
の
ほ
か
、「
平
成
26
年
度
福

岡
県
一
般
会
計
補
正
予
算
」な
ど

予
算
議
案
2
件
、「
福
岡
県
農
林

水
産
業
・
農
山
漁
村
振
興
条
例
」

な
ど
条
例
議
案
14
件
、専
決
処

分
し
た
も
の
に
つ
い
て
報
告
し
承

認
を
求
め
る
議
案
1
件
、工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
関
す
る
議
案

2
件
、そ
の
他
の
議
案
3
件
、合

計
24
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

審
議
に
あ
た
っ
て
は
、知
事
の

政
治
姿
勢
、空
港
問
題
、高
齢
者

福
祉
対
策
、農
政
問
題
、教
育
問

題
、警
察
問
題
、世
界
遺
産
登
録

問
題
な
ど
、県
政
全
般
に
わ
た
り

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
、提
出

さ
れ
た
議
案
24
件
に
つ
い
て
は
、い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
ま

た
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、9
月
定
例
会
に
お
い
て

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

閉
会
中
に
審
査
さ
れ
た
平
成
25

年
度
決
算
議
案
20
件
に
つ
い
て
も

原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し

た
。（
決
算
特
別
委
員
会
の
審
査

内
容
に
つ
い
て
は
、6
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
）

定
例
会
の
概
要

平
成
二
十
六
年
十
二
月

台北 國立故宮博物院
-神品至宝-

「福岡県薬物の濫用防止に関する条例」を制定

「福岡県薬物の
濫用防止に関する条例」を制定しました

開催中！11月30日（日）まで

九州国立博物館 特別展

条例制定にいたるまでの福岡県議会の取り組み

11月3日までに、13万6千人が来館！

アジア初 !奇跡の展覧会

開会式でテープカットを行う加地議長（中央）

　福岡県議会では、平成26年12月18日、議員提案としては全国初となる、「福岡県薬物の濫用防止に関する条例」を制定し
ました。
　危険ドラッグについては、近年、全国的に使用者が引き起こす事件や事故が多発し、使用者自身も意識を失い死亡するな
ど、犠牲者が増加傾向にあります。本県においても、危険ドラッグの使用者が運転する自動車が暴走し、負傷者を出す事故が
発生しています。
　このような、本県の状況に鑑み、本条例は、改正医薬品医療機器等法（旧薬事法）の措置を活用すると
ともに、これを補強・補完するものとして、緊急時の知事による特定危険薬物の指定や他の地方公共団
体との連携による指定など、機動的な規制を行い、この問題の根本的な対策に、はじめて踏み込み、
「教育・啓発」と「危険ドラッグ依存症対策」に関する本県の取り組み・施策の方向性を定めています。

●目的
　この条例は、福岡県において薬物の濫用による被害が深刻化している状況
を踏まえ、薬物の濫用を防止するための具体的な方策を推進することにより、
県民の健康と安全を守るとともに、県民が平穏に、かつ安心して暮らせる健全
な社会の実現を図ることを目的とする。

●条例の概要
1 危険ドラッグの疑いがある物品の早期発見を知事に義務づけ
発見後は、直ちに「販売店等」に対し、警告や医薬品医療機器等法の規定に

基づく検査命令、販売等停止命令を発し、暫定的に流通を阻止
2 特定危険薬物の緊急指定
「県民の危害防止のため緊急を要するとき」は、大臣指定前でも、危険ド
ラッグの疑いがある物品を知事が特定危険薬物として指定
3 特定危険薬物の広域指定
他の地方公共団体の条例に基づき大臣指定薬物に準じる規制が行われる
ことになった物品については、広域的な連携の下に本県知事も特定危険薬物
として指定
4 特定危険薬物に係る禁止事項と罰則
特定危険薬物の製造、加工、販売、授与、所持、広告、購入、譲り受け、使用し
たものに対し、警告、中止命令を経て罰則が科される。
5 教育及び啓発の指針
　   •小学校、中学校、高校等の教育機関の努力義務
　   •社会教育の場の活用と県民への周知
6 危険薬物等依存者の治療及び社会復帰の支援に係る指針
   　•医療機関、支援団体等との連携
　   •相談窓口の設置
   　•治療・回復及び社会復帰支援プログラムの策定等
※　この条例は平成26年12月25日に施行されました。準備期間や周知期間が
必要なものについては、4月1日以降に施行されます。

平成26年2月5日付　西日本新聞（朝刊）

薬物濫用防止啓発ポスター

薬物濫用防止条例調整会議薬物濫用防止条例調整会議薬物濫用防止条例調整会議
　危険ドラッグを規制する条例の制定に向けて取り
組むため、10月7日に「薬物濫用防止条例調整会議」を
設置し、7回会議を開催し、具体的方策について、慎重
に検討を重ねました。

加地邦雄議長へ答申加地邦雄議長へ答申
　12月16日、薬物濫用防止条例調整会議は、条例案を
加地議長に答申しました。

議場での提案理由説明議場での提案理由説明議場での提案理由説明
　12月18日、本条例案は県民の責務並びに、教育及び
啓発の指針を定めるなど、県民生活に深く関わり、そ
の協力を求める必要があるものであり、提案にあた
り、樋口明議員が議場において提案理由の説明を行
いました。

条例の本文は、福岡県議会のホームページをご覧ください。
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伊
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美
沙
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党
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田
辺  

一
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議
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民
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県
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民
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県
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浜
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達
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議
員

公
明
党

公
明
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椛
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徳
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議
員

緑
友
会

緑
友
会

※ここに掲げている質問は、代表質問の一部を抜粋したものです。

Q　

高
齢
者
福
祉
対
策
に
お
け

る
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
に

つ
い
て
聞
く
。

A　

日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
は
認
知
症
や
知
的
・
精
神
障

害
な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が
十

分
で
な
い
方
々
に
対
し
、
日
常

的
な
金
銭
管
理
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
際
の
援
助
な
ど

を
行
う
も
の
。
費
用
は
上
限
が

決
ま
っ
て
い
る
。
成
年
後
見
人

制
度
は
判
断
能
力
を
欠
い
た

り
、
不
十
分
な
状
況
に
あ
る

方
々
に
対
し
、
後
見
人
等
を
選

任
し
、
財
産
管
理
は
も
と
よ
り

契
約
締
結
な
ど
法
律
行
為
全
般

を
行
う
も
の
。
報
酬
に
つ
い
て
は

家
庭
裁
判
所
が
決
定
す
る
。
県

で
は
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

に
係
る
対
象
者
、
サ
ー
ビ
ス
内

容
、
成
年
後
見
人
制
度
と
の
違

い
を
記
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
に

よ
り
P
R
に
努
め
て
い
る
。
今

後
も
、
ま
す
ま
す
増
加
す
る
本

事
業
の
需
要
に
対
応
す
る
た

め
、
実
施
体
制
の
充
実
や
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
確
保
に
つ
い
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q　

公
立
小
学
校
の
35
人
学
級

維
持
に
つ
い
て
教
育
長
に
問
う
。

A　

全
国
的
に
定
着
し
た
小
学

校
１
年
生
の
35
人
以
下
学
級
に

つ
い
て
は
、
き
め
細
か
な
指
導

に
よ
る
学
習
意
欲
の
高
ま
り
、

教
員
と
児
童
と
の
ふ
れ
合
い
が

強
ま
り
生
活
態
度
が
落
ち
着

く
な
ど
の
効
果
が
あ
る
と
聞

く
。
数
値
の
み
で
は
、
は
か
れ
な

い
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。
県
で

は
加
配
定
数
等
を
活
用
し
、
小

学
校
２
年
生
に
お
い
て
も
全
て

の
市
町
村
が
、
そ
れ
以
降
の
学

年
で
も
市
町
村
の
判
断
に
よ
り

少
人
数
学
級
を
拡
充
し
て
い
る

状
況
。
既
に
全
国
的
に
定
着
し

て
い
る
小
学
校
１
年
生
の
35
人

以
下
学
級
を
40
人
以
下
に
戻
す

こ
と
は
、
学
校
現
場
に
大
き
な

混
乱
が
生
じ
る
こ
と
も
懸
念
さ

れ
る
。
県
教
育
委
員
会
と
し
て

は
小
学
校
１
年
生
の
35
人
以
下

学
級
を
堅
持
す
る
と
と
も
に
、

他
の
学
年
を
含
め
て
定
数
改
善

を
進
め
て
い
く
よ
う
国
に
要
望

し
て
い
く
。

Q　
「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連

遺
産
群
」
の
世
界
遺
産
登
録

問
題
に
つ
い
て
、
課
題
と
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

A　

県
と
宗
像
市
、
福
津
市
お

よ
び
地
元
団
体
で
構
成
し
て
い

る
「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺

産
群
」
世
界
遺
産
推
進
会
議
か

ら
、
今
年
４
月
、
推
薦
書
素
案

を
文
化
庁
に
提
出
し
た
。
７
月

に
は
こ
の
素
案
に
対
し
て
文
化

庁
か
ら
、
さ
ら
に
検
討
を
深
め

る
事
項
が
提
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
。

こ
れ
ら
事
項
に
つ
い
て
は
「
専
門

家
会
議
」
に
検
討
い
た
だ
き
な

が
ら
、
推
薦
書
素
案
を
充
実
さ

せ
る
作
業
を
鋭
意
進
め
て
い
る
。

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ま
だ
確
定
し
て
い
な

い
が
、
来
年
４
月
に
国
へ
推
薦

書
素
案
を
提
出
、
国
に
お
い
て

７
月
に
推
薦
候
補
が
決
定
さ

れ
、
平
成
28
年
１
月
ま
で
に
ユ

ネ
ス
コ
に
提
出
、
そ
の
後
イ
コ
モ

ス
（
諮
問
機
関
）
の
審
査
が
行

わ
れ
、
29
年
夏
頃
に
登
録
の
可

否
が
決
定
さ
れ
る
運
び
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。

Q　

福
岡
空
港
の
民
間
委
託
に

つ
い
て
、
福
岡
県
の
空
港
の
将

来
構
想
の
実
現
に
係
る
協
力
な

ど
国
の
責
任
と
し
て
10
の
条
件

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
う
実

効
性
を
担
保
さ
れ
る
の
か
問
う
。

A　

こ
の
条
件
は
、
民
間
委
託

の
意
見
を
提
出
し
た
際
、
安
全

の
確
保
を
は
じ
め
、
借
地
・
環

境
問
題
と
い
っ
た
福
岡
空
港
特

有
の
課
題
や
地
元
意
見
の
反
映

等
の
課
題
に
つ
い
て
、
国
と
し

て
の
対
応
を
求
め
た
も
の
。
国

か
ら
は
「
地
元
で
懸
念
さ
れ
て

い
る
課
題
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り

対
応
す
る
」
と
回
答
が
あ
っ
た
。

地
元
の
意
見
と
し
て
提
出
し
た

も
の
で
あ
り
、
当
然
、
尊
重
さ

れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
民

間
委
託
の
具
体
的
な
内
容
を
定

め
る
実
行
方
針
な
ど
に
反
映
さ

れ
る
よ
う
、
地
域
の
立
場
か
ら
、

国
と
し
っ
か
り
協
議
・
調
整
を

し
て
い
く
。

Q　

子
育
て
応
援
宣
言
企
業

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
未
登

録
の
企
業
と
比
べ
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
観
点
か
ら

の
効
果
を
尋
ね
る
。

A　

県
で
は
、宣
言
企
業
の
登
録

拡
大
に
加
え
、２
年
ご
と
の
登
録

更
新
の
際
に
取
組
状
況
の
チ
ェッ

ク
、優
良
企
業
の
知
事
表
彰
、実

践
事
例
集
の
作
成
な
ど
を
実
施

し
て
き
た
。昨
年
度
の
宣
言
企

業
の
女
性
の
育
児
休
業
取
得
者

は
９
５
１
人
、取
得
率
は
96・２
％

と
、県
内
平
均
の
92
・２
％
を
大

き
く
上
回
る
。一
方
、男
性
の
育

児
休
業
取
得
者
は
61
人
に
止
ま

り
、こ
の
面
で
の
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。女
性

の
継
続
就
業
に
は
男
性
の
育
児

参
加
が
非
常
に
重
要
と
考
え
て

お
り
、宣
言
企
業
に
対
し
、男
性

の
育
児
休
業
取
得
促
進
の
具
体

的
な
取
り
組
み
を
働
き
か
け
た

い
。ま
た
、宣
言
企
業
に
お
け
る

男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
を
把

握
で
き
る
よ
う
、企
業
の
事
務
負

担
も
考
慮
し
な
が
ら
、調
査
の
仕

方
を
検
討
し
た
い
。

Q　

公
立
小
学
校
１
年
生
に
導

入
さ
れ
て
い
る
35
人
以
下
学
級

を
拡
大
し
、
公
立
小
中
学
校

の
全
て
の
学
年
で
実
施
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
教
育
長
の
考
え

は
。

A　

現
在
、
公
立
小
学
校
２

年
生
で
は
、
全
て
の
市
町
村
が

35
人
以
下
学
級
を
実
施
。
ま

た
小
学
校
３
年
生
以
上
の
い
ず

れ
か
の
学
年
で
35
人
以
下
学
級

を
実
施
し
て
い
る
の
は
小
学
校

56
市
町
村
、
中
学
校
43
市
町

村
で
、
全
て
の
学
年
で
実
施
し

て
い
る
の
は
小
学
校
19
市
町

村
、
中
学
校
で
は
12
市
町
村
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
き
め
細
か
な
指
導
に
よ
っ

て
学
習
意
欲
が
高
ま
っ
た
な
ど

の
効
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
聞

く
。
公
立
小
学
校
２
年
生
以

上
の
35
人
以
下
学
級
の
実
現
に

つ
い
て
は
、
加
配
定
数
等
を
活

用
し
て
少
人
数
学
級
が
実
施
で

き
る
よ
う
制
度
を
弾
力
的
に
運

用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
も
引
き
続
き
市
町
村
の

判
断
に
よ
っ
て
、
学
校
お
よ
び

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
35
人
以

下
学
級
な
ど
柔
軟
な
学
級
編

成
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。

Q　

知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
政
策
の
評
価

と
今
後
の
課
題
を
問
う
。

A　

就
任
以
来
、
で
き
る
限
り

現
場
に
赴
き
、
関
係
者
の
方
々

と
意
見
を
交
わ
す
と
と
も
に
、

県
民
意
識
調
査
の
結
果
や
総

合
計
画
の
進
捗
状
況
、
ま
た
県

議
会
で
の
ご
議
論
・
ご
指
摘
を

踏
ま
え
て
施
策
の
充
実
・
強

化
に
努
め
て
き
た
。そ
の
際
に
、

県
民
の
皆
様
に
寄
り
添
い
、
向

か
い
合
う
、
温
か
み
の
あ
る
行

政
と
い
う
も
の
を
心
が
け
、こ
の

３
年
半
、
全
力
投
球
で
県
民
生

活
の
「
安
定
」「
安
全
」「
安
心
」

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

成
果
は
着
実
に
上
が
り
、「
県

民
幸
福
度
日
本
一
」の
福
岡
県
に

向
か
っ
て
前
進
し
て
い
る
と
考

え
る
。な
お
、人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
活
力
あ
る
地
域
社

会
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
、

私
た
ち
が
総
力
を
挙
げ
て
取

り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ

る
た
め
、
施
策
の
充
実
強
化
を

検
討
し
、こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
展

開
し
て
い
き
た
い
。

Q　

出
張
美
容
に
係
る
衛
生

指
導
要
綱
等
の
制
定
に
つ
い
て

聞
く
。

A　

本
県
よ
り
国
に
対
し
、
卒

業
式
等
に
お
け
る
ヘ
ア
メ
イ
ク

が
、
美
容
師
法
施
行
令
第
４
条

第
２
号
に
規
定
す
る
婚
礼
そ
の

他
の
儀
式
の
直
前
に
行
わ
れ
る

出
張
美
容
に
該
当
す
る
か
、
照

会
を
し
た
と
こ
ろ
、
国
か
ら
は
、

地
域
の
風
習
、
美
容
所
数
や
そ

の
立
地
状
況
な
ど
地
域
の
実
情

を
勘
案
し
、
県
で
判
断
さ
れ
た

い
と
の
回
答
が
な
さ
れ
た
。し
か

し
な
が
ら
、
政
令
は
国
の
法
令

解
釈
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
べ
き

こ
と
、
ま
た
卒
業
式
等
が
「
婚

礼
そ
の
他
の
儀
式
」
に
該
当
す

る
か
ど
う
か
は
地
域
の
風
習
や

美
容
所
数
に
よ
っ
て
変
わ
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
再
度
、

国
に
対
し
て
儀
式
か
ど
う
か
の

照
会
を
行
っ
て
い
る
。そ
の
回
答

を
踏
ま
え
て
対
応
を
検
討
し

た
い
。

Q　

詐
欺
集
団
の
根
絶
に
向

け
た
警
察
本
部
長
の
決
意
を

伺
う
。

A　

特
殊
詐
欺
、
中
で
も
オ
レ

オ
レ
詐
欺
は
子
ど
も
や
孫
へ
の

愛
情
、
あ
る
い
は
人
を
思
い
や
る

心
、
そ
う
い
っ
た
人
の
美
徳
に
つ

け
い
る
も
の
で
あ
り
、
被
害
に
遭

わ
れ
た
高
齢
者
の
中
に
は
老
後

の
た
め
に
蓄
え
た
資
金
の
大
半

を
だ
ま
し
取
ら
れ
、
悲
嘆
に
く

れ
る
方
も
多
く
い
る
。個
人
と
し

て
も
警
察
本
部
長
と
し
て
も
、

こ
の
よ
う
な
特
殊
詐
欺
は
絶
対

に
許
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
極
め

て
卑
劣
な
犯
罪
で
あ
る
と
強
く

思
う
。県
警
察
と
し
て
は
、
被
害

者
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
犯
人

を
お
び
き
出
し
、
そ
の
場
で
犯

人
を
検
挙
す
る
「
だ
ま
さ
れ
た

振
り
作
戦
」
等
あ
ら
ゆ
る
捜
査

手
法
を
駆
使
し
、犯
行
グ
ル
ー
プ

の
徹
底
検
挙
に
努
め
る
と
と
も

に
、
被
害
防
止
策
の
積
極
的
な

広
報
、
金
融
機
関
等
と
の
連
携

に
よ
る
水
際
対
策
を
強
化
し
、

特
殊
詐
欺
を
根
絶
す
る
た
め
に

関
係
機
関
、
団
体
と
も
協
力
し

て
各
種
取
り
組
み
を
、
何
よ
り

犯
人
検
挙
の
た
め
の
捜
査
活
動

を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
。

Q　

農
林
水
産
業
に
関
す
る
諸

課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

A　

農
協
改
革
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
農
業
協
同
組
合
は
農
業

者
の
相
互
扶
助
を
目
的
と
し
て

自
主
的
に
設
立
さ
れ
た
民
間
組

織
で
あ
り
、
改
革
に
つ
い
て
は

自
己
改
革
が
基
本
と
認
識
し
て

い
る
。
国
に
お
い
て
は
こ
の
考
え

方
を
基
本
に
、
慎
重
か
つ
丁
寧

な
議
論
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
、
県
議
会
と
と
も
に
要

請
を
行
っ
た
。
諫
早
湾
干
拓
の

開
門
調
査
に
つ
い
て
は
、
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の

旨
の
要
請
を
国
に
行
っ
た
。
有

明
海
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
法
に
基
づ
き
、

「
有
明
海
の
再
生
に
関
す
る
福

岡
県
計
画
」
を
策
定
し
、
覆

砂
事
業
や
ガ
ザ
ミ
種
苗
の
放
流

な
ど
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
有
明
海
の
ク
ラ

ゲ
や
エ
ビ
な
ど
の
水
産
資
源
に
つ

い
て
は
、
持
続
的
に
漁
獲
で
き

る
よ
う
資
源
管
理
が
重
要
と
考

え
、
他
県
と
連
携
し
漁
獲
規

制
な
ど
に
よ
る
管
理
を
行
っ
て

い
る
。

Q　

国
の
固
定
価
格
買
取
制
度

の
見
直
し
や
今
後
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
。

A　

県
と
し
て
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
と
、

電
力
利
用
者
の
負
担
抑
制
を
両

立
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
、
国
に
対
し
て
固
定
価
格
買

取
制
度
の
適
切
な
運
用
を
要
望

し
て
き
た
。
同
制
度
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
国
が
で
き
る
限
り

早
期
に
方
針
を
示
し
て
ほ
し
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
を
確

保
す
る
た
め
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
効
率
的
利
用
を
進
め
る
と
と

も
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
多
様

化
・
分
散
化
を
図
る
な
ど
の
取

り
組
み
が
重
要
。
県
で
は
、
有

識
者
に
よ
る
「
福
岡
県
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
会
」
を
設

置
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
安

定
確
保
に
向
け
た
地
方
の
役
割

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
同
研
究
会
か
ら
の
提
言

を
踏
ま
え
、
本
年
度
か
ら
中
小

企
業
を
対
象
と
し
た
融
資
制
度

の
創
設
な
ど
取
り
組
み
を
拡
充

し
て
お
り
、
今
後
も
政
策
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

Q　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

構
築
と
介
護
人
材
確
保
・
定
着

の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

A　

今
年
度
か
ら
県
内
４
地
域

を
モ
デ
ル
と
し
て
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
行
う
地
域
ケ

ア
会
議
に
お
い
て
、
医
療
と
介

護
に
係
る
多
職
種
の
連
携
強
化

と
そ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
支
援
体
制
充
実
の

た
め
、
新
た
に
６
か
所
の
認
知

症
医
療
セ
ン
タ
ー
を
指
定
し
た
。

今
後
、
市
町
村
に
お
け
る
関
係

人
材
の
育
成
・
確
保
の
視
点
か

ら
、
地
域
に
お
い
て
高
齢
者
に

対
す
る
生
活
支
援
な
ど
を
行
う

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

な
ど
の
養
成
を
進
め
て
い
く
。

介
護
人
材
確
保
・
定
着
を
図

る
た
め
に
は
、
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
実
現
や
賃
金
の
改
善

な
ど
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、

雇
用
管
理
改
善
の
研
修
や
、
賃

金
改
善
の
措
置
が
確
実
に
講
じ

ら
れ
る
よ
う
国
に
対
し
要
望
を

行
っ
て
い
る
。
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冒
頭
、乳
幼
児
医
療
の
無
料
化
拡
大
に
つ
い
て
知
事
は
、「
拡
大

は
市
町
村
の
財
政
負
担
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
総
合
的
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
」と
の
見
解
を
改
め
て
示
さ
れ
ま
し
た
。「
県
の
負

担
に
よ
り
無
料
化
措
置
を
高
い
水
準
で
実
施
し
、
市
町
村
間
の

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
格
差
を
是
正
す
べ
き
」と
い
う
の
が
、わ
が
会
派

の
見
解
で
あ
り
、今
後
も
拡
大
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
空
き
家
対
策
に
つい
て
知
事
は
、
市
町
村
や
民
間
業
者

に
参
加
を
呼
び
か
け
、官
民
一体
と
な
っ
た
協
議
会
を
設
置
し
、対

策
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
明
言
さ
れ
ま
し
た
。足
踏

み
状
態
に
あ
る
空
き
家
対
策
の
今
後
の
成
果
を
期
待
し
ま
す
。

　

次
に
、
一次
産
業
を
一体
化
し
た
「
農
林
水
産
業
・
農
山
漁
村

振
興
条
例
」
に
つ
い
て
は
、
わ
が
会
派
が
早
く
か
ら
制
定
を
呼
び

か
け
て
い
た
条
例
で
あ
り
、
こ
の
条
例
制
定
を
契
機
に
、
米
価
対

策
を
は
じ
め
、
一
次
産
業
全
体
の
振
興
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
強

く
求
め
ま
し
た
。

　

次
に
、
教
育
力
向
上
福
岡
県
民
運
動
の
名
称
等
の
見
直
し
に

つ
い
て
知
事
は
、「
推
進
会
議
で
、名
称
変
更
を
含
め
、今
年
度
中

に
結
論
を
得
て
新
た
な
展
開
を
図
っ
て
い
く
」
と
明
確
に
答
弁
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
の
世
界
遺
産
登
録

問
題
に
つ
い
て
は
、
国
の
推
薦
な
ど
多
く
の
課
題
解
決
を
求
め
る

と
と
も
に
「
宗
像
」
の
名
称
存
続
に
つ
い
て
も
強
力
に
要
請
し
ま

し
た
。

自
民
党
県
議
団

　

県
政
推
進
の
基
本
姿
勢
と
し
て
、
知
事
に
福
岡
・
北
九
州
両

空
港
の一
体
的
運
用
ビ
ジ
ョ
ン
、
原
子
力
災
害
広
域
避
難
計
画
、

産
業
廃
棄
物
行
政
の
推
進
等
を
引
き
続
き
質
し
ま
し
た
。
知
事

は
「
福
岡
県
の
空
港
の
将
来
構
想
」
は
福
岡
空
港
が
民
間
委
託

さ
れ
て
も
「
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
」、
安
全
の
確
保
、
借
地
・

環
境
問
題
等
の
課
題
は
、「
国
が
地
元
で
懸
念
さ
れ
て
い
る
課
題

は
、
し
っ
か
り
対
応
す
る
」
と
し
、「
県
は
国
と
協
議
・
調
整
し

て
い
く
」
こ
と
を
明
言
し
ま
し
た
。
玄
海
原
発
の
再
稼
動
は
、「
事

前
同
意
を
盛
り
込
む
九
電
と
の
協
定
の
改
定
は
考
え
て
い
な
い
」

と
し
ま
し
た
。
飯
塚
市
の
産
業
廃
棄
物
処
分
場
の
行
政
代
執
行

後
、
12
月
3
日
に
県
は
刑
事
告
発
し
、
会
派
と
し
て
敬
意
を
表

し
今
後
も
成
り
行
き
を
注
視
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
問
題
で
は
、
公
立
小
学
校
1
年
生
に
導
入
の
35
人
以
下

学
級
の
維
持
・
拡
大
と
、
小
中
学
校
の
統
廃
合
問
題
に
つ
い
て
質

し
、
教
育
長
は
「
県
教
育
委
員
会
は
公
立
小
学
校
1
年
生
の
35

人
以
下
学
級
を
堅
持
す
る
」「
統
廃
合
は
設
置
者
の
市
町
村
が
、

主
体
的
に
判
断
し
実
施
す
る
」
と
の
答
弁
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

後
日
、
財
務
省
が
2
0
1
5
年
度
予
算
編
成
で
40
人
学
級
に
戻

す
方
針
は
、
教
育
関
係
者
等
の
反
発
を
受
け
撤
回
す
る
方
向
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
今
年
度
の
税
収
見
通
し
、
男
女
が
共
に
働
き
や
す
い

社
会
づ
く
り
、
性
暴
力
被
害
者
支
援
の
拡
充
と
性
犯
罪
の
抑
止

等
を
質
し
ま
し
た
。

民
主
・
県
政
県
議
団

　

知
事
の
政
治
姿
勢
で
補
正
予
算
の「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
」

で
採
用
さ
れ
た
方
が
、
継
続
雇
用
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
少
な

い
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。「
県
が
運
営
す
る
年
代
別
就
職
支

援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
本
人
の
希
望
や
適
性
を
踏
ま
え
た
う

え
で
、
き
め
細
や
か
な
対
応
を
図
っ
て
行
く
」
と
の
真
摯
な
答

弁
で
し
た
。

　

人
口
減
少
問
題
の
中
で
、
減
少
が
著
し
い
地
域
に
お
け
る

現
役
世
代
の
対
策
を
如
何
に
知
事
は
考
え
て
い
る
の
か
と
の
問

い
に
対
し
て
、「
現
役
世
代
の
人
口
維
持
に
ま
た
定
着
を
図
る

た
め
に
、
地
域
に
魅
力
の
あ
る
雇
用
の
場
を
つ
く
る
こ
と
が
重

要
」
と
地
域
の
産
業
振
興
を
図
る
力
強
い
答
弁
で
し
た
。

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
児
童
生
徒
に
関
す
る
質
問
の
中
で
、「
エ

ピ
ペ
ン
（
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
自
己
注
射
薬
）」
使
用
へ
の
理
解
促
進
に

対
し
、
教
育
長
は
、「
全
て
の
保
護
者
に
対
し
て
情
報
提
供
を

行
う
よ
う
各
学
校
を
指
導
し
て
い
く
」
と
積
極
的
な
答
弁
で
し
た
。

　

福
岡
市
立
こ
ど
も
病
院
が
あ
る
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
の
早
期
着
工
の
質
問
に
対
し
、
知
事
は
、「
県
と
し

て
、
福
岡
市
と
調
整
・
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
」
と
の

前
向
き
な
答
弁
で
し
た
。

　

全
体
的
に
は
、
わ
が
会
派
と
共
通
認
識
で
あ
り
ま
し
た
が
、

出
張
美
容
に
関
し
て
は
、
県
の
煮
え
切
ら
な
い
答
弁
で
あ
り
、

大
変
残
念
で
し
た
。
今
後
、
県
の
的
確
な
判
断
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

公
明
党

　

緑
友
会
は
安
全
・
安
心
な
食
料
の
提
供
及
び
安
定
供
給
の
た

め
に
農
林
水
産
業
の
振
興
発
展
を
図
る
こ
と
を
基
本
理
念
の一つ

と
し
て
い
ま
す
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
は
、
日
本
農
業
の
崩
壊
を
招
き
、

国
の
形
を
一
変
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
一
貫
し
て
反
対
の

立
場
で
知
事
の
対
応
を
質
し
て
き
ま
し
た
。
知
事
か
ら
は
今
ま

で
同
様
、
国
に
対
し
て
十
分
な
情
報
提
供
を
求
め
る
と
共
に
、

九
州
地
方
知
事
会
に
お
い
て
も
引
き
続
き
要
請
を
行
っ
て
い
く

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

防
災
対
策
で
は
、
県
内
各
消
防
本
部
の
職
員
の
配
置
状
況
に

格
差
が
あ
る
た
め
、
人
員
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
質
し
、

知
事
か
ら
は
国
の
指
針
を
踏
ま
え
、
目
標
人
員
を
大
き
く
下

回
る
団
体
を
中
心
に
関
係
市
町
村
長
と
の
個
別
協
議
を
通
じ

助
言
を
行
う
と
の
前
向
き
な
答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

地
域
経
済
発
展
の
た
め
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
物

産
と
の一
体
的
振
興
に
つ
い
て
質
し
、
知
事
か
ら
は
魅
力
あ
る
資

源
を
掘
り
起
こ
し
、
磨
き
、
誘
客
の
拡
大
を
図
っ
た
結
果
、
本

県
の
内
外
か
ら
の
延
べ
宿
泊
者
数
の
伸
び
率
は
前
年
比
12
％
増

の
全
国
４
位
と
な
っ
た
。
今
後
は
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
や
、
伝
統

的
工
芸
品
、
お
酒
な
ど
の
生
産
現
場
を
観
光
資
源
と
し
て
生
か

し
振
興
を
図
っ
て
い
く
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
計
画
へ
の
対
応
や
地
方
分
権
推

進
、
福
岡
県
農
林
水
産
業
・
農
山
漁
村
振
興
条
例
の
周
知
、Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
の
支
援
な
ど
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

緑
友
会

代表質問を終えて 会派を代表して行われた代表質問について、
各会派が分かりやすく説明します。

平成26年12月定例会では議案24件が提出され、いずれ
も原案のとおり可決、または承認されました。

〇議員提出議案　2件
・福岡県議会議員の選挙における選挙公報の発
行に関する条例の制定について
・福岡県薬物の濫用防止に関する条例の制定につ
いて

〇予算議案　2件
・平成26年度福岡県一般会計補正予算（第3号）
・平成26年度福岡県流域下水道事業特別会計補
正予算（第1号）

〇条例議案　14件
・福岡県行政手続条例の一部を改正する条例の
制定について
・福岡県職員の給与に関する条例等の一部を改
正する条例の制定について
・福岡県特別職の職員及び教育長の給与等に関
する条例の一部を改正する条例の制定について
・福岡県職員の退職手当に関する条例の一部を改
正する条例の制定について
・福岡県産業廃棄物税条例の一部を改正する条
例の制定について
・福岡県公の施設の設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例の制定について
・福岡県地域医療介護総合確保基金条例の制定
について
・福岡県障害児通所支援の事業等の人員、設備及
び運営の基準等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について
・福岡県農林水産業・農山漁村振興条例の制定に
ついて
・風致地区内における建築等の規制に関する条例
を廃止する条例の制定について
・福岡県教育委員会事務処理の特例に関する条
例の一部を改正する条例の制定について
・福岡県公立学校職員の給与に関する条例等の
一部を改正する条例の制定について
・福岡県警察職員の給与に関する条例等の一部
を改正する条例の制定について
・福岡県迷惑行為防止条例の一部を改正する条
例の制定について

〇専決処分したものについて報告し承認を求める
議案　1件
・平成26年度福岡県一般会計補正予算（第2号）
〇工事請負契約の締結に関する議案　2件
〇その他の議案　3件
・当せん金付証票の発売について
・福岡県立ももち文化センターの指定管理者の指
定について
・福岡県男女共同参画センター、福岡県人権啓発
情報センター及び福岡県総合福祉センターの指
定管理者の指定について

提出された議案

可決された意見書、採択された請願

○「手話言語法（仮称）」の制定を求める意見書
○外国人等への差別助長いわゆるヘイトスピーチ
に対する取組の充実強化を求める意見書

○奨学金制度の充実を求める意見書
○平成26年産米の価格下落等に関する意見書

可決された意見書

〇平成26年産米の価格下落等に関する請願
採択された請願

※否決された意見書、不採択の請願はありません。
　また、その他の請願は、継続審査となりました。

緑
友
会
は
安
全
・
安
心
な
食
料
の
提
供
及
び
安
定
供
給
の
た
め
に
農
林
水
産
業
の
振
興
発
展
を
図
る
こ
と
を
基
本

理
念
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
は
、
日
本
農
業
の
崩
壊
を
招
き
、
国
の
形
を
一
変
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る

こ
と
か
ら
一
貫
し
て
反
対
の
立
場
で
知
事
の
対
応
を
質
し
て
き
ま
し
た
。
知
事
か
ら
は
今
ま
で
同
様
、
国
に
対
し

て
十
分
な
情
報
提
供
を
求
め
る
と
共
に
、
九
州
地
方
知
事
会
に
お
い
て
も
引
き
続
き
要
請
を
行
っ
て
い
く
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

防
災
対
策
で
は
、
県
内
各
消
防
本
部
の
職
員
の
配
置
状
況
に
格
差
が
あ
る
た
め
、
人
員
確
保
に
向
け
た
取
組
み
を

質
し
、
知
事
か
ら
は
国
の
指
針
を
踏
ま
え
、
目
標
人
員
を
大
き
く
下
回
る
団
体
を
中
心
に
関
係
市
町
村
長
と
の
個

別
協
議
を
通
じ
助
言
を
行
う
と
の
前
向
き
な
答
弁
を
得
ま
し
た
。

地
域
経
済
発
展
の
た
め
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
物
産
と
の
一
体
的
振
興
に
つ
い
て
質
し
、
知
事
か
ら

は
魅
力
あ
る
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
磨
き
、
誘
客
の
拡
大
を
図
っ
た
結
果
、
本
県
の
内
外
か
ら
の
延
べ
宿
泊
者
数

の
伸
び
率
は
前
年
比
１
２
％
増
の
全
国
４
位
と
な
っ
た
。
今
後
は
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
や
、
伝
統
的
工
芸
品
、
お

酒
な
ど
の
生
産
現
場
を
観
光
資
源
と
し
て
生
か
し
振
興
を
図
っ
て
い
く
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
計
画
へ
の
対
応
や
地
方
分
権
推
進
、
福
岡
県
農
林
水
産
業
・
農
村
漁
村
振
興
条
例

の
周
知
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
支
援
な
ど
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

（
５
２
５
文
字
）
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※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　

一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　

一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

桐明 和久 議員

中牟田 伸二 議員

塩川 秀敏 議員 浦田 憲一 議員

井上 順吾 議員

野原 隆士 議員松尾 嘉三 議員

自民党
県議団
自民党
県議団

緑友会緑友会

神﨑　聡 議 員

吉武 邦彦 議員 堀　大助 議員

浦
田
議
員　
「
山
本
作
兵
衛
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」な
ど
、炭
鉱
遺
産
を
活
用
し
た

観
光
振
興
に
、ど
う
取
り
組
む
の
か
。

Ａ　

昨
年
度
、県
内
の
市
町
村
や
観
光
協

会
へ
炭
鉱
関
連
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、地

域
の
関
係
者
を
集
め
た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を

実
施
し
、新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
を

行
っ
た
。今
年
度
は
、田
川
市
を
は
じ
め
6

市
に
よ
る
検
討
会
議
を
開
催
し
、炭
鉱
関

連
の
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
や
P
R
な
ど
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
。こ
う
し
た
取
り
組
み

を
通
じ
て
、一人
で
も
多
く
の
観
光
客
に
福

岡
県
を
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
る
。

井
上
議
員　

高
尾
川
・
鷺
田
川
に
つ
い

て
、ど
の
よ
う
に
河
川
改
修
を
実
施
す

る
の
か
。

Ａ　

県
で
は
、高
尾
川
・
鷺
田
川
の
河
道

断
面
が
小
さ
い
区
間
の
、上
流
側
と
下

流
側
を
結
ぶ
地
下
河
川
の
ト
ン
ネ
ル
を

掘
り
、洪
水
の
流
下
能
力
を
向
上
さ
せ

る
案
を
検
討
し
て
い
る
。こ
の
対
策
案
に

つ
い
て
、国
土
交
通
省
の
水
管
理
・
国
土

保
全
局
長
に
会
い
、こ
の
河
川
改
修
が
進

む
よ
う
、強
く
要
請
し
た
。今
後
、筑
紫

野
市
や
地
元
の
皆
様
へ
事
業
内
容
を
説

明
し
、国
と
事
業
の
実
施
方
法
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
、早
期
に
改
修
に
着
手
で

き
る
よ
う
、全
力
で
取
り
組
む
。

塩
川
議
員　

本
県
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
の
状
況
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
。

Ａ　

平
成
26
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス

ク
ー
ル
の
導
入
状
況
は
、小
学
校
72
校
、

中
学
校
31
校
の
合
計
1
0
3
校
と
な
っ

て
い
る
。こ
の
制
度
は
、学
校
と
地
域
の

協
働
意
識
が
生
ま
れ
、学
校
運
営
や
教

育
活
動
の
改
善
に
つ
な
が
る
。今
後
、あ

ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
、そ
の
意
義
の

周
知
を
図
る
と
と
も
に
、各
市
町
村
の

実
態
を
踏
ま
え
た
効
果
的
な
方
策
を

示
し
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
の
さ
ら
な

る
拡
充
に
向
け
取
り
組
む
。

平
井
議
員　

教
育
機
関
、福
祉
施
設
、

N
P
O
団
体
、被
災
地
な
ど
、応
援
し

た
い
寄
附
先
が
指
定
で
き
る
、新
た
な

「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
制
度
」の
制
定
に

つ
い
て
、知
事
の
見
解
を
聞
く
。

Ａ　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、本
県
が
予
算

措
置
し
た
事
業
の
財
源
と
し
て
活
用
し
て

い
る
。こ
れ
ま
で
は
、申
込
み
の
際
に
、寄
附

者
の
方
々
に
総
合
計
画
に
掲
げ
る
10
の
事

項
の
中
か
ら
、応
援
し
た
い
事
項
を
選
ん

で
い
た
だ
い
て
い
た
が
、今
後
、寄
附
者
の
意

向
が
よ
り
具
体
的
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、

申
込
書
を
工
夫
で
き
な
い
か
検
討
す
る
。

野
原
議
員　

高
齢
者
と
若
年
者
の
消

費
者
被
害
の
防
止
対
策
に
つ
い
て
。

Ａ　

高
齢
者
に
は
、県
が
作
成
し
た
悪

徳
商
法
の
手
口
や
対
処
法
を
紹
介
し
た

D
V
D
を
、市
町
村
等
が
行
う
啓
発
講

座
で
活
用
や
食
材
の
宅
配
事
業
者
等
と

連
携
し
、注
意
喚
起
を
促
す
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
届
け
る
取
り
組
み
等
を
行
っ
て
い

る
。若
年
者
に
は
、高
校
・大
学
等
で
、若

年
者
が
被
害
に
遭
い
や
す
い
事
例
と
対

処
法
の
出
前
講
座
等
を
実
施
。今
年
度

は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
ト
ラ
ブ

ル
の
防
止
に
向
け
、D
V
D
な
ど
を
作

成
し
、授
業
等
で
活
用
し
て
い
た
だ
く
。

中
牟
田
議
員　

消
防
団
の
充
実
に
向

け
た
県
独
自
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

Ａ　

全
国
初
の
取
り
組
み
と
な
る
、県

と
宗
像
市
の
職
員
で
構
成
す
る
合
同
分

団
の
設
立
を
、来
年
1
月
に
予
定
し
て

い
る
。ま
た
、昨
年
度
か
ら
、県
の
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
で
、市
町
村
が
認

定
し
た
消
防
団
協
力
事
業
所
に
加
点

す
る
制
度
を
設
け
、消
防
団
協
力
事
業

所
に
対
す
る
事
業
税
の
減
税
に
つ
い
て

も
研
究
中
。さ
ら
に
、本
年
11
月
末
現

在
、2
4
5
名
の
消
防
団
員
を
自
主
防

災
組
織
指
導
員
と
し
て
養
成
し
、

1
0
9
名
を
自
主
防
災
組
織
の
活
動

に
派
遣
し
て
い
る
。

桐
明
議
員　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
の
、市
町
村
別
結
果
の
公
表
に
対
す
る

同
意
の
状
況
に
つ
い
て
教
育
長
に
問
う
。

Ａ　

市
町
村
内
の
小
学
校
又
は
中
学
校

の
設
置
校
が
1
校
の
み
の
場
合
は
、学

校
名
が
特
定
さ
れ
る
た
め
、県
教
育
委

員
会
に
よ
る
公
表
の
対
象
と
し
て
い
な

い
。そ
れ
以
外
の
市
町
村
に
つ
い
て
は
、現

在
、筑
豊
地
区
の一
部
を
除
い
て
、全
て
の

市
町
村
か
ら
同
意
を
得
て
い
る
。県
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、公
表
に
係
る
市

町
村
の
最
終
的
な
意
向
を
確
認
し
、今

月
中
に
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
い
。

板
橋
議
員　

筑
後
広
域
公
園
の
ス

ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
は
、国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
キ
ャ
ン
プ
地
等
を
誘
致
で
き
る
よ
う

な
視
点
を
持
っ
て
整
備
す
べ
き
と
考
え

る
が
、知
事
の
考
え
は
。

Ａ　

筑
後
広
域
公
園
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン

の
整
備
に
つ
い
て
は
、地
域
経
済
へ
の
振

興
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、国
際
大

会
の
開
催
等
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

日
常
的
に
地
域
の
住
民
が
利
活
用
で

き
、地
域
の
競
技
力
の
向
上
が
図
ら
れ

る
よ
う
、課
題
な
ど
も
総
合
的
に
勘
案

し
た
上
で
、他
の
事
例
に
つ
い
て
も
調
査

し
、研
究
し
て
い
き
た
い
。

松
尾
議
員　

観
光
客
の
県
内
各
地
へ

の
周
遊
を
促
進
す
る
方
策
に
つ
い
て
、

考
え
を
尋
ね
る
。

Ａ　

今
年
度
、大
河
ド
ラ
マ
を
活
用
し
た

観
光
振
興
に
取
り
組
み
、こ
れ
ま
で
認
識

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
歴
史
的
な
地
域
資
源

が
、新
た
な
観
光
目
的
地
と
し
て
人
気

を
得
て
、県
外
か
ら
の
観
光
客
も
増
え
て

い
る
。今
後
と
も
、地
域
に
眠
る
歴
史
や

文
化
な
ど
の
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ

し
、人
々
の
心
に
訴
え
か
け
る
ス
ト
ー

リ
ー
を
作
り
、本
県
な
ら
で
は
の
観
光
資

源
と
し
て
磨
き
あ
げ
、つ
な
ぐ
こ
と
に
よ

り
、観
光
客
の
県
内
周
遊
を
促
進
す
る
。

香
原
議
員　

直
方
市
に
お
け
る
最
終

処
分
場
の
許
可
申
請
に
つ
い
て
、審
査

の
今
後
の
見
込
み
は
。

Ａ　

地
元
住
民
の
皆
様
や
直
方
市
ほ
か

2
市
2
町
か
ら
、処
分
場
設
置
に
よ
る

生
活
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
様
々
な
ご

意
見
を
い
た
だ
い
た
。申
請
の
内
容
が
、

生
活
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
適
切
な
配

慮
が
な
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
、審
査

を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。現
在
、廃
棄
物
処
理
法
の

許
可
基
準
に
基
づ
き
、学
識
経
験
者
の

意
見
を
踏
ま
え
て
、最
終
的
な
審
査
を

行
っ
て
い
る
。で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に

判
断
し
た
い
。

吉
村
議
員　

東
九
州
自
動
車
道
の
全

線
開
通
が
迫
る
中
、北
九
州
市
へ
の
企

業
誘
致
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

Ａ　

県
と
し
て
は
、道
路
貨
物
運
送
事

業
者
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
企
業
、自

動
車
部
品
製
造
企
業
等
、輸
送
時
間
の

短
縮
効
果
が
得
ら
れ
る
企
業
へ
の
誘
致

活
動
を
さ
ら
に
強
化
す
る
。ま
た
、県

と
北
九
州
市
の
県
外
事
務
所
職
員
に

よ
る
首
都
圏
企
業
な
ど
へ
の
合
同
誘
致

活
動
や
、県
と
地
元
自
治
体
職
員
に
よ

る
情
報
連
絡
会
議
の
設
置
等
、北
九
州

市
を
は
じ
め
地
元
自
治
体
と
の
連
携
を

強
化
し
て
、企
業
誘
致
に
積
極
的
に
取

り
組
む
。

松
本
議
員　

県
政
運
営
に
当
た
っ
て

の
知
事
の
気
概
と
見
解
及
び
九
州
の
成

長
戦
略
に
係
る
政
策
提
言
に
つ
い
て
。

Ａ　

こ
の
国
の
活
力
の
維
持
、発
展
の
た

め
に
、各
地
域
が
自
ら
の
責
任
の
も
と
創

意
工
夫
を
凝
ら
し
施
策
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。就
任
以
来
、こ
う
し
た
考
え

の
も
と
、本
県
の
発
展
に
加
え
、九
州
の

雄
県
と
し
て
の
役
割
を
担
う
気
持
ち
で

取
り
組
ん
で
き
た
。今
後
も
、県
議
会
の

ご
意
見
を
十
分
踏
ま
え
な
が
ら
、本
県
が

主
体
性
を
持
ち
、九
州
そ
し
て
日
本
の
た

め
に
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
し
っ
か
り
取

り
組
む
。

　

政
策
提
言
を
い
た
だ
い
て
い
る
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、事
業
者
に
県
有

施
設
へ
の
整
備
を
働
き
か
け
て
い
る
。ま

た
、空
港
に
つ
い
て
は
、「
福
岡
県
の
空
港

の
将
来
構
想
」の
実
現
に
向
け
、福
岡・北

九
州
空
港
の一
体
的
活
用
が
進
む
よ
う
取

り
組
む
。

原
口
議
員　

二
期
目
へ
の
見
解
と
判
断

に
つ
い
て
。

Ａ　

知
事
に
就
任
以
来
、福
岡
県
を
東

京
、大
阪
、愛
知
に
次
ぐ
、唯
一日
本
海
側

の
、ア
ジ
ア
を
向
い
た
大
都
市
圏
と
し
て

発
展
さ
せ
、国
の
発
展
に
役
割
を
果
た
し

た
い
と
考
え
て
き
た
。内
に
あ
っ
て
は「
県

民
幸
福
度
日
本
一
」を
目
指
し
、全
力
投

球
し
て
き
た
。県
民
や
県
議
会
の
皆
様
の

理
解
と
支
援
を
い
た
だ
き
、そ
の
成
果
は

着
実
に
上
が
っ
て
い
る
。二
期
目
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、真
摯
に
検
討
し
、な
る
べ
く

早
く
私
の
決
意
を
明
ら
か
に
さ
せ
て
い

た
だ
く
。（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

泉 日出夫 議員

小池 邦弘 議員 大橋 克己 議員原竹 岩海 議員 原中 誠志 議員

井上 博隆 議員 堤 かなめ 議員

民主・県政
県議団
民主・県政
県議団

松本 國寛 議員

原口 剣生 議員 吉村　悠 議員

板橋　聡 議員香原 勝司 議員 平井 一三 議員

松下 正治 議員

壹岐 和郎 議員

公明党公明党

堀
議
員　

豊
前
海
で
減
少
す
る
ア
サ

リ
な
ど
の
水
産
資
源
を
回
復
・
増
加
す

る
た
め
の
取
り
組
み
と
、生
産
地
へ
の

集
客
を
増
や
す
た
め
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

ア
サ
リ
に
つ
い
て
、県
は
、従
来
の

10
分
の
1
の
コ
ス
ト
で
大
型
稚
貝
が
生

産
で
き
る「
か
ぐ
や
装
置
」を
開
発
。

実
用
化
に
向
け
た
研
究
を
急
ぎ
、資

源
管
理
の
取
り
組
み
も
強
化
し
て
い

る
。シ
ャ
コ
は
、産
卵
期
の
禁
漁
な
ど
、

漁
業
者
に
よ
る
自
主
規
制
が
行
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、集
客
を
増
や
す
た
め

「
漁
師
食
堂
豊
築
丸
」等
の
施
設
整
備

の
支
援
や
豊
前
海
産
水
産
物
の
P
R

な
ど
の
情
報
発
信
に
努
め
て
い
る
。

神
﨑
議
員　
「
ふ
る
さ
と
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
」の
取
り
組
み
は
、観
光
振
興
と

地
域
活
性
化
の
観
点
か
ら
有
効
と
考

え
る
。
本
県
で
も
積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
で
は
。

Ａ　

地
域
の
特
色
あ
る
資
源
を
活
か

し
た「
ふ
る
さ
と
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
」は
、

新
郎
新
婦
や
祝
福
す
る
地
域
住
民
の

地
元
に
対
す
る
誇
り
と
愛
着
を
育

み
、地
域
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
と
観
光
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。県
は
市

町
村
と
連
携
し
て
地
域
振
興
を
図
っ

て
お
り
、こ
う
し
た
全
国
の
ユ
ニ
ー
ク

な
取
り
組
み
事
例
に
つ
い
て
、活
か
せ

る
と
こ
ろ
は
活
か
せ
る
よ
う
情
報
提

供
す
る
。

吉
武
議
員　

家
畜
伝
染
病
の
発
生

や
ま
ん
延
防
止
に
対
す
る
準
備
に
つ

い
て
。

Ａ　

県
で
は
、畜
産
農
家
に
対
し
て
、

飼
養
衛
生
管
理
基
準
の
遵
守
を
指

導
。本
年
11
月
以
降
の
国
内
に
お
け
る

野
鳥
か
ら
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

検
出
等
を
受
け
、庁
内
の
関
係
各
課
か

ら
成
る
対
策
会
議
を
開
催
し
、県
内
の

畜
産
農
家
や
関
係
機
関
に
注
意
喚
起

の
文
書
を
発
出
し
た
。ま
た
、福
岡
県

獣
医
師
会
な
ど
関
係
団
体
と
防
疫
協

定
を
締
結
し
、防
疫
演
習
の
実
施
や
、

防
疫
作
業
に
従
事
す
る
予
定
人
数
を

増
や
し
、防
疫
体
制
の
強
化
を
図
っ
て

い
る
。

大
橋
議
員　

E
S
D（
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
教
育
）に
関
す
る
知

事
の
認
識
と
、ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に

対
す
る
教
育
長
の
評
価
は
。

Ａ　

E
S
D
は
、個
人
が「
未
来
を
築

く
担
い
手
」と
な
る
こ
と
を
目
指
す
も

の
で
、と
り
わ
け
子
ど
も
へ
の
教
育
と

し
て
大
変
有
意
義
で
あ
る
。E
S
D
の

考
え
方
が
学
校
か
ら
家
庭
ま
で
広
が

る
よ
う
努
め
る
。

　

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
の
目
的
は
、地
球
規

模
の
諸
問
題
に
対
処
で
き
る
よ
う
新
た

な
教
育
内
容
や
手
法
の
開
発
な
ど
を
行

う
こ
と
で
あ
り
、そ
の
取
り
組
み
は
、持

続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
担
い
手
を
育

む
上
で
も
意
義
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

堤
議
員　

2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
時
に

は
、多
く
の
外
国
人
の
来
訪
が
見
込
ま
れ

る
。1
1
9
番
通
報
へ
の
多
言
語
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

他
県
で
事
例
が
あ
る
民
間
電
話

通
訳
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
は
、緊
急
を
要

す
る
救
急
事
案
や
災
害
の
発
生
時
に
、

迅
速
か
つ
的
確
に
通
報
に
対
応
す
る
た

め
の
一つ
の
方
策
だ
と
考
え
る
。国
で
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
活
用
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、県
と

し
て
は
、国
の
取
り
組
み
や
他
自
治
体

の
先
進
事
例
に
つ
い
て
情
報
収
集
を
行

い
、市
町
村
や
消
防
本
部
に
提
供
し
て

い
き
た
い
。

小
池
議
員　
「
子
育
て
応
援
宣
言
企

業
」
に
お
け
る
孫
の
育
児
支
援
制
度

に
つ
い
て
聞
く
。

Ａ　
「
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
」の
中

に
は
、保
育
所
送
迎
の
た
め
の
短
時
間

勤
務
、看
護
休
暇
、学
校
行
事
参
加
の

た
め
の
休
暇
な
ど
、孫
の
養
育
を
支
援

す
る
制
度
を
導
入
す
る
企
業
が
出
て

き
た
。そ
う
し
た
企
業
で
は
、両
親
が

仕
事
の
都
合
で
休
暇
が
取
れ
な
い
場

合
に
、代
わ
り
に
祖
父
母
が
対
応
し
て

い
る
と
伺
っ
て
い
る
。
県
と
し
て
は
、

様
々
な
機
会
を
通
じ
て
、こ
う
し
た
先

進
事
例
を
周
知
し
、宣
言
企
業
に
そ
の

取
り
組
み
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

井
上
議
員　

本
県
の「
子
ど
も
の
貧

困
対
策
に
関
す
る
計
画
」
の
策
定
時

期
と
、総
合
的
か
つ
一
体
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

子
ど
も
の
将
来
が
、生
ま
れ
育
っ

た
環
境
で
左
右
さ
れ
た
り
、貧
困
が
世

代
を
超
え
て
連
鎖
す
る
よ
う
な
こ
と

は
、あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。そ
う
し
た
事

態
に
陥
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、必
要
な

環
境
整
備
と
教
育
の
機
会
均
等
を
図

る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
課
題
。来
年

度
の
で
き
る
限
り
早
期
に
計
画
を
策

定
し
、計
画
に
定
め
た
各
種
の
支
援
施

策
を
一
体
的
に
切
れ
目
な
く
展
開
す
る

と
と
も
に
、進
行
管
理
を
行
い
、確
実

な
進
捗
を
図
る
。

原
中
議
員　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
」
に
対
す
る
認
識
と
本
県
の

「
総
合
戦
略
」策
定
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

創
生
法
は
、国
と
地
方
が
総
力
を

挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題

で
あ
る
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

活
力
あ
る
社
会
を
維
持
す
る
た
め
の

基
本
と
な
る
。本
県
の
総
合
戦
略
に
つ

い
て
は
、こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
だ
施
策

を
評
価
・
検
証
し
、充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、地
域
の
実
態
に
即
し
た
施
策
を

効
果
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
く
。市
町
村
と
の
連
携
は
も
ち
ろ

ん
、幅
広
い
意
見
を
反
映
す
る
よ
う
各

分
野
の
関
係
者
か
ら
も
意
見
を
伺
っ
て

い
き
た
い
。

泉
議
員　

健
康
寿
命
を
都
道
府
県

別
に
み
る
と
、本
県
は
男
性
ワ
ー
ス
ト

8
位
、女
性
ワ
ー
ス
ト
4
位
。知
事
の

認
識
は
。

Ａ　

本
県
が
下
位
に
位
置
し
て
い
る
理

由
は
、全
国
と
比
べ
て
、脳
血
管
疾
患

や
骨
折
に
よ
る
入
院
患
者
数
が
多
い
こ

と
、介
護
保
険
認
定
率
が
高
い
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。県
と
し
て
は
、食

事
や
運
動
な
ど
の
改
善
に
よ
る
生
活

習
慣
病
の
発
症
と
重
症
化
の
予
防
、介

護
の
主
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
の
普
及
啓

発
に
取
り
組
み
、健
康
寿
命
の
延
伸
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

原
竹
議
員　

産
業
廃
棄
物
税
の
税

率
の
妥
当
性
に
つ
い
て
、県
は
関
係
事

業
者
に
説
明
責
任
が
あ
る
と
思
う
が
、

知
事
の
所
見
は
。

Ａ　

関
係
事
業
者
に
対
し
て
、県
は

も
と
よ
り
、産
業
廃
棄
物
の
特
別
徴

収
義
務
者
で
構
成
さ
れ
る
福
岡
県
産

業
廃
棄
物
税
納
税
推
進
協
議
会
を

通
じ
て
、産
業
廃
棄
物
協
会
主
催
の

研
修
会
に
お
け
る
啓
発
チ
ラ
シ
の
配

布
や
説
明
、パ
ネ
ル
展
な
ど
の
啓
発
活

動
を
行
っ
て
き
た
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
お
い
て
、不
十
分
な
点
も
確

認
で
き
た
た
め
、こ
れ
ま
で
以
上
に
工

夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
周
知
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

福
岡
県
議
会
議
員
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す
る
条
例
の
概
要

1 

掲
載
内
容

（
1
） 

掲
載
事
項（
第
2
条
）

　
　

 

候
補
者
の
氏
名
、経
歴
、政
見
、写
真
等

（
2
） 

掲
載
し
て
は
な
ら
な
い
事
項（
第
3
条
）

・
他
人
も
し
く
は
、他
の
政
党
そ
の
他
の

政
治
団
体
の
名
誉
を
傷
つ
け
る
も
の
。

・善
良
な
風
俗
を
害
す
る
も
の
。

・
特
定
の
商
品
の
広
告
そ
の
他
営
業
に
関

す
る
宣
伝
を
す
る
も
の
。

2 

掲
載
申
請

候
補
者
は
、選
挙
の
告
示
日
に
掲
載
の
申
請

を
行
う
。（
第
3
条
）

3 

選
挙
公
報
の
発
行

（
1
） 

選
挙
公
報
は
、選
挙
区
ご
と
に
1
回
発
行
。

（
第
2
条
）

（
2
） 

無
投
票
と
な
っ
た
選
挙
区
が
あ
れ
ば
、そ
の

選
挙
区
に
つ
い
て
、選
挙
公
報
は
発
行　

し
な
い
。（
第
6
条
）

（
3
） 

県
選
挙
管
理
委
員
会
は
、候
補
者
か
ら
申

請
が
あ
っ
た
掲
載
文
を
原
文
の
ま
ま
掲
載

（
第
4
条
）

4 

選
挙
公
報
の
配
布

市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
、有
権
者
の
世

帯
に
選
挙
期
日
の
前
日
ま
で
に
、選
挙
公
報
を

配
布
。（
第
5
条
）

5 

施
行
期
日

平
成
26
年
12
月
5
日

　

今
議
会
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、自
由
民

主
党
、原
口
剣
生
議
員
か
ら
、私
の
二
期
目
へ

の
対
応
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
。そ
の
際
、

こ
れ
ま
で
の
私
の
取
り
組
み
に
対
し
評
価
の

言
葉
も
あ
り
、大
い
に
励
ま
さ
れ
た
。

　

熟
慮
を
重
ね
て
き
た
が
、私
は
こ
れ
ま
で

の
成
果
の
上
に
立
っ
て
、引
き
続
き
県
民
の

皆
様
、県
議
会
の
皆
様
と
と
も
に
福
岡
県
の

一
層
の
飛
躍
を
図
る
べ
く
、次
の
知
事
選
挙
に

立
候
補
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

　

私
は
か
ね
て
か
ら
、こ
の
福
岡
県
を
唯
一
日

本
海
側
の
、し
か
も
ア
ジ
ア
を
向
い
た
大
都

市
圏
と
し
て
発
展
を
さ
せ
る
こ
と
、ま
た
県

民
一
人
一
人
が
幸
福
を
実
感
で
き
る
県
民
幸

福
度
日
本
一
の
福
岡
県
、こ
れ
を
目
指
し
て

全
力
投
球
を
し
て
き
た
。近
年
、少
子
化
、人

口
減
少
と
い
う
も
の
が
大
き
な
課
題
に
な
っ

て
い
る
。福
岡
県
は
、幸
い
に
も
人
口
が
ふ
え

続
け
て
い
る
が
、余
力
が
あ
る
今
こ
そ
、将

来
の
人
口
減
少
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

私
が
目
指
し
て
き
た
目
標
、こ
れ
は
道
半

ば
に
あ
る
。そ
の
達
成
と
、本
県
を
取
り
巻

く
諸
課
題
に
果
敢
に
挑
戦
を
し
、前
進
し
、

発
展
し
続
け
る
福
岡
県
の
実
現
に
力
の
限

り
を
尽
く
し
て
い
く
覚
悟
で
あ
る
。皆
様
に

は
、引
き
続
き
力
強
い
御
支
援
を
お
願
い
し

た
い
。

□
□
議
員　

□
□
□
□
□
□

□
□
□

Ａ　

□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□

□Ａ　

□
□
議
員　

□
□
□
□
□

□
□
□
□

Ａ　

□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□

松
下
議
員　

多
胎
児
の
妊
娠
に
関
す

る
行
政
と
医
療
機
関
と
の
連
携
及
び

今
後
の
支
援
に
つ
い
て
。

Ａ　

医
療
機
関
と
市
町
村
は
、妊
婦
と

の
面
接
を
通
し
不
安
や
悩
み
を
早
期

に
把
握
。
支
援
が
必
要
な
場
合
は
相

互
に
情
報
交
換
し
、県
も
含
め
保
健
師

が
家
庭
訪
問
な
ど
を
実
施
。心
の
ケ
ア

を
行
う
と
と
も
に
精
神
的
状
態
や
身

体
的
変
化
を
医
療
機
関
に
伝
え
て
い

る
。多
胎
児
を
含
め
多
子
世
帯
は
、経

済
的
・
体
力
的
に
も
大
変
。今
後
県
と

し
て
、多
胎
児
を
含
め
、地
域
の
子
育

て
支
援
の
充
実
に
向
け
市
町
村
を
支

援
す
る
。

壹
岐
議
員　

本
県
に
支
店
や
工
場
等

を
設
置
し
て
い
る
企
業
に
つ
い
て
、本

社
機
能
の
県
内
移
転
を
推
進
す
べ
き

と
考
え
る
。

Ａ　

県
は
こ
れ
ま
で
、本
社
機
能
の
移

転
、事
業
継
続
計
画
の
観
点
か
ら
の

代
替
機
能
の
整
備
に
つ
い
て
、企
業
に

対
し
働
き
か
け
を
行
っ
て
き
た
結
果
、

通
信
販
売
会
社
の
本
社
移
転
、自
動

車
メ
ー
カ
ー
の
設
計
開
発
部
門
の
設

置
な
ど
が
実
現
し
た
。引
き
続
き
、充

実
し
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
、豊
富
な
人
材

な
ど
の
立
地
環
境
の
P
R
と
と
も
に
、

中
小
企
業
の
技
術
高
度
化
支
援
等
も

行
い
、本
社
機
能
の
移
転
等
に
取
り

組
む
。

ニ
期
目
へ
の
見
解
と
判
断
に
対
す
る
知
事
発
言（
12
月
18
日　

本
会
議
最
終
日
）
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※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　

一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　

一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

桐明 和久 議員

中牟田 伸二 議員

塩川 秀敏 議員 浦田 憲一 議員

井上 順吾 議員

野原 隆士 議員松尾 嘉三 議員

自民党
県議団
自民党
県議団

緑友会緑友会

神﨑　聡 議 員

吉武 邦彦 議員 堀　大助 議員

浦
田
議
員　
「
山
本
作
兵
衛
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」な
ど
、炭
鉱
遺
産
を
活
用
し
た

観
光
振
興
に
、ど
う
取
り
組
む
の
か
。

Ａ　

昨
年
度
、県
内
の
市
町
村
や
観
光
協

会
へ
炭
鉱
関
連
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、地

域
の
関
係
者
を
集
め
た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を

実
施
し
、新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
を

行
っ
た
。今
年
度
は
、田
川
市
を
は
じ
め
6

市
に
よ
る
検
討
会
議
を
開
催
し
、炭
鉱
関

連
の
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
や
P
R
な
ど
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
。こ
う
し
た
取
り
組
み

を
通
じ
て
、一人
で
も
多
く
の
観
光
客
に
福

岡
県
を
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
る
。

井
上
議
員　

高
尾
川
・
鷺
田
川
に
つ
い

て
、ど
の
よ
う
に
河
川
改
修
を
実
施
す

る
の
か
。

Ａ　

県
で
は
、高
尾
川
・
鷺
田
川
の
河
道

断
面
が
小
さ
い
区
間
の
、上
流
側
と
下

流
側
を
結
ぶ
地
下
河
川
の
ト
ン
ネ
ル
を

掘
り
、洪
水
の
流
下
能
力
を
向
上
さ
せ

る
案
を
検
討
し
て
い
る
。こ
の
対
策
案
に

つ
い
て
、国
土
交
通
省
の
水
管
理
・
国
土

保
全
局
長
に
会
い
、こ
の
河
川
改
修
が
進

む
よ
う
、強
く
要
請
し
た
。今
後
、筑
紫

野
市
や
地
元
の
皆
様
へ
事
業
内
容
を
説

明
し
、国
と
事
業
の
実
施
方
法
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
、早
期
に
改
修
に
着
手
で

き
る
よ
う
、全
力
で
取
り
組
む
。

塩
川
議
員　

本
県
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
の
状
況
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
。

Ａ　

平
成
26
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス

ク
ー
ル
の
導
入
状
況
は
、小
学
校
72
校
、

中
学
校
31
校
の
合
計
1
0
3
校
と
な
っ

て
い
る
。こ
の
制
度
は
、学
校
と
地
域
の

協
働
意
識
が
生
ま
れ
、学
校
運
営
や
教

育
活
動
の
改
善
に
つ
な
が
る
。今
後
、あ

ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
、そ
の
意
義
の

周
知
を
図
る
と
と
も
に
、各
市
町
村
の

実
態
を
踏
ま
え
た
効
果
的
な
方
策
を

示
し
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
の
さ
ら
な

る
拡
充
に
向
け
取
り
組
む
。

平
井
議
員　

教
育
機
関
、福
祉
施
設
、

N
P
O
団
体
、被
災
地
な
ど
、応
援
し

た
い
寄
附
先
が
指
定
で
き
る
、新
た
な

「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
制
度
」の
制
定
に

つ
い
て
、知
事
の
見
解
を
聞
く
。

Ａ　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、本
県
が
予
算

措
置
し
た
事
業
の
財
源
と
し
て
活
用
し
て

い
る
。こ
れ
ま
で
は
、申
込
み
の
際
に
、寄
附

者
の
方
々
に
総
合
計
画
に
掲
げ
る
10
の
事

項
の
中
か
ら
、応
援
し
た
い
事
項
を
選
ん

で
い
た
だ
い
て
い
た
が
、今
後
、寄
附
者
の
意

向
が
よ
り
具
体
的
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、

申
込
書
を
工
夫
で
き
な
い
か
検
討
す
る
。

野
原
議
員　

高
齢
者
と
若
年
者
の
消

費
者
被
害
の
防
止
対
策
に
つ
い
て
。

Ａ　

高
齢
者
に
は
、県
が
作
成
し
た
悪

徳
商
法
の
手
口
や
対
処
法
を
紹
介
し
た

D
V
D
を
、市
町
村
等
が
行
う
啓
発
講

座
で
活
用
や
食
材
の
宅
配
事
業
者
等
と

連
携
し
、注
意
喚
起
を
促
す
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
届
け
る
取
り
組
み
等
を
行
っ
て
い

る
。若
年
者
に
は
、高
校
・大
学
等
で
、若

年
者
が
被
害
に
遭
い
や
す
い
事
例
と
対

処
法
の
出
前
講
座
等
を
実
施
。今
年
度

は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
ト
ラ
ブ

ル
の
防
止
に
向
け
、D
V
D
な
ど
を
作

成
し
、授
業
等
で
活
用
し
て
い
た
だ
く
。

中
牟
田
議
員　

消
防
団
の
充
実
に
向

け
た
県
独
自
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

Ａ　

全
国
初
の
取
り
組
み
と
な
る
、県

と
宗
像
市
の
職
員
で
構
成
す
る
合
同
分

団
の
設
立
を
、来
年
1
月
に
予
定
し
て

い
る
。ま
た
、昨
年
度
か
ら
、県
の
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
で
、市
町
村
が
認

定
し
た
消
防
団
協
力
事
業
所
に
加
点

す
る
制
度
を
設
け
、消
防
団
協
力
事
業

所
に
対
す
る
事
業
税
の
減
税
に
つ
い
て

も
研
究
中
。さ
ら
に
、本
年
11
月
末
現

在
、2
4
5
名
の
消
防
団
員
を
自
主
防

災
組
織
指
導
員
と
し
て
養
成
し
、

1
0
9
名
を
自
主
防
災
組
織
の
活
動

に
派
遣
し
て
い
る
。

桐
明
議
員　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
の
、市
町
村
別
結
果
の
公
表
に
対
す
る

同
意
の
状
況
に
つ
い
て
教
育
長
に
問
う
。

Ａ　

市
町
村
内
の
小
学
校
又
は
中
学
校

の
設
置
校
が
1
校
の
み
の
場
合
は
、学

校
名
が
特
定
さ
れ
る
た
め
、県
教
育
委

員
会
に
よ
る
公
表
の
対
象
と
し
て
い
な

い
。そ
れ
以
外
の
市
町
村
に
つ
い
て
は
、現

在
、筑
豊
地
区
の一
部
を
除
い
て
、全
て
の

市
町
村
か
ら
同
意
を
得
て
い
る
。県
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、公
表
に
係
る
市

町
村
の
最
終
的
な
意
向
を
確
認
し
、今

月
中
に
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
い
。

板
橋
議
員　

筑
後
広
域
公
園
の
ス

ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
は
、国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
キ
ャ
ン
プ
地
等
を
誘
致
で
き
る
よ
う

な
視
点
を
持
っ
て
整
備
す
べ
き
と
考
え

る
が
、知
事
の
考
え
は
。

Ａ　

筑
後
広
域
公
園
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン

の
整
備
に
つ
い
て
は
、地
域
経
済
へ
の
振

興
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、国
際
大

会
の
開
催
等
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

日
常
的
に
地
域
の
住
民
が
利
活
用
で

き
、地
域
の
競
技
力
の
向
上
が
図
ら
れ

る
よ
う
、課
題
な
ど
も
総
合
的
に
勘
案

し
た
上
で
、他
の
事
例
に
つ
い
て
も
調
査

し
、研
究
し
て
い
き
た
い
。

松
尾
議
員　

観
光
客
の
県
内
各
地
へ

の
周
遊
を
促
進
す
る
方
策
に
つ
い
て
、

考
え
を
尋
ね
る
。

Ａ　

今
年
度
、大
河
ド
ラ
マ
を
活
用
し
た

観
光
振
興
に
取
り
組
み
、こ
れ
ま
で
認
識

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
歴
史
的
な
地
域
資
源

が
、新
た
な
観
光
目
的
地
と
し
て
人
気

を
得
て
、県
外
か
ら
の
観
光
客
も
増
え
て

い
る
。今
後
と
も
、地
域
に
眠
る
歴
史
や

文
化
な
ど
の
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ

し
、人
々
の
心
に
訴
え
か
け
る
ス
ト
ー

リ
ー
を
作
り
、本
県
な
ら
で
は
の
観
光
資

源
と
し
て
磨
き
あ
げ
、つ
な
ぐ
こ
と
に
よ

り
、観
光
客
の
県
内
周
遊
を
促
進
す
る
。

香
原
議
員　

直
方
市
に
お
け
る
最
終

処
分
場
の
許
可
申
請
に
つ
い
て
、審
査

の
今
後
の
見
込
み
は
。

Ａ　

地
元
住
民
の
皆
様
や
直
方
市
ほ
か

2
市
2
町
か
ら
、処
分
場
設
置
に
よ
る

生
活
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
様
々
な
ご

意
見
を
い
た
だ
い
た
。申
請
の
内
容
が
、

生
活
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
適
切
な
配

慮
が
な
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
、審
査

を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。現
在
、廃
棄
物
処
理
法
の

許
可
基
準
に
基
づ
き
、学
識
経
験
者
の

意
見
を
踏
ま
え
て
、最
終
的
な
審
査
を

行
っ
て
い
る
。で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に

判
断
し
た
い
。

吉
村
議
員　

東
九
州
自
動
車
道
の
全

線
開
通
が
迫
る
中
、北
九
州
市
へ
の
企

業
誘
致
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

Ａ　

県
と
し
て
は
、道
路
貨
物
運
送
事

業
者
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
企
業
、自

動
車
部
品
製
造
企
業
等
、輸
送
時
間
の

短
縮
効
果
が
得
ら
れ
る
企
業
へ
の
誘
致

活
動
を
さ
ら
に
強
化
す
る
。ま
た
、県

と
北
九
州
市
の
県
外
事
務
所
職
員
に

よ
る
首
都
圏
企
業
な
ど
へ
の
合
同
誘
致

活
動
や
、県
と
地
元
自
治
体
職
員
に
よ

る
情
報
連
絡
会
議
の
設
置
等
、北
九
州

市
を
は
じ
め
地
元
自
治
体
と
の
連
携
を

強
化
し
て
、企
業
誘
致
に
積
極
的
に
取

り
組
む
。

松
本
議
員　

県
政
運
営
に
当
た
っ
て

の
知
事
の
気
概
と
見
解
及
び
九
州
の
成

長
戦
略
に
係
る
政
策
提
言
に
つ
い
て
。

Ａ　

こ
の
国
の
活
力
の
維
持
、発
展
の
た

め
に
、各
地
域
が
自
ら
の
責
任
の
も
と
創

意
工
夫
を
凝
ら
し
施
策
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。就
任
以
来
、こ
う
し
た
考
え

の
も
と
、本
県
の
発
展
に
加
え
、九
州
の

雄
県
と
し
て
の
役
割
を
担
う
気
持
ち
で

取
り
組
ん
で
き
た
。今
後
も
、県
議
会
の

ご
意
見
を
十
分
踏
ま
え
な
が
ら
、本
県
が

主
体
性
を
持
ち
、九
州
そ
し
て
日
本
の
た

め
に
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
し
っ
か
り
取

り
組
む
。

　

政
策
提
言
を
い
た
だ
い
て
い
る
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、事
業
者
に
県
有

施
設
へ
の
整
備
を
働
き
か
け
て
い
る
。ま

た
、空
港
に
つ
い
て
は
、「
福
岡
県
の
空
港

の
将
来
構
想
」の
実
現
に
向
け
、福
岡・北

九
州
空
港
の一
体
的
活
用
が
進
む
よ
う
取

り
組
む
。

原
口
議
員　

二
期
目
へ
の
見
解
と
判
断

に
つ
い
て
。

Ａ　

知
事
に
就
任
以
来
、福
岡
県
を
東

京
、大
阪
、愛
知
に
次
ぐ
、唯
一日
本
海
側

の
、ア
ジ
ア
を
向
い
た
大
都
市
圏
と
し
て

発
展
さ
せ
、国
の
発
展
に
役
割
を
果
た
し

た
い
と
考
え
て
き
た
。内
に
あ
っ
て
は「
県

民
幸
福
度
日
本
一
」を
目
指
し
、全
力
投

球
し
て
き
た
。県
民
や
県
議
会
の
皆
様
の

理
解
と
支
援
を
い
た
だ
き
、そ
の
成
果
は

着
実
に
上
が
っ
て
い
る
。二
期
目
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、真
摯
に
検
討
し
、な
る
べ
く

早
く
私
の
決
意
を
明
ら
か
に
さ
せ
て
い

た
だ
く
。（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

泉 日出夫 議員

小池 邦弘 議員 大橋 克己 議員原竹 岩海 議員 原中 誠志 議員

井上 博隆 議員 堤 かなめ 議員

民主・県政
県議団
民主・県政
県議団

松本 國寛 議員

原口 剣生 議員 吉村　悠 議員

板橋　聡 議員香原 勝司 議員 平井 一三 議員

松下 正治 議員

壹岐 和郎 議員

公明党公明党

堀
議
員　

豊
前
海
で
減
少
す
る
ア
サ

リ
な
ど
の
水
産
資
源
を
回
復
・
増
加
す

る
た
め
の
取
り
組
み
と
、生
産
地
へ
の

集
客
を
増
や
す
た
め
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

ア
サ
リ
に
つ
い
て
、県
は
、従
来
の

10
分
の
1
の
コ
ス
ト
で
大
型
稚
貝
が
生

産
で
き
る「
か
ぐ
や
装
置
」を
開
発
。

実
用
化
に
向
け
た
研
究
を
急
ぎ
、資

源
管
理
の
取
り
組
み
も
強
化
し
て
い

る
。シ
ャ
コ
は
、産
卵
期
の
禁
漁
な
ど
、

漁
業
者
に
よ
る
自
主
規
制
が
行
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、集
客
を
増
や
す
た
め

「
漁
師
食
堂
豊
築
丸
」等
の
施
設
整
備

の
支
援
や
豊
前
海
産
水
産
物
の
P
R

な
ど
の
情
報
発
信
に
努
め
て
い
る
。

神
﨑
議
員　
「
ふ
る
さ
と
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
」の
取
り
組
み
は
、観
光
振
興
と

地
域
活
性
化
の
観
点
か
ら
有
効
と
考

え
る
。
本
県
で
も
積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
で
は
。

Ａ　

地
域
の
特
色
あ
る
資
源
を
活
か

し
た「
ふ
る
さ
と
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
」は
、

新
郎
新
婦
や
祝
福
す
る
地
域
住
民
の

地
元
に
対
す
る
誇
り
と
愛
着
を
育

み
、地
域
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
と
観
光
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。県
は
市

町
村
と
連
携
し
て
地
域
振
興
を
図
っ

て
お
り
、こ
う
し
た
全
国
の
ユ
ニ
ー
ク

な
取
り
組
み
事
例
に
つ
い
て
、活
か
せ

る
と
こ
ろ
は
活
か
せ
る
よ
う
情
報
提

供
す
る
。

吉
武
議
員　

家
畜
伝
染
病
の
発
生

や
ま
ん
延
防
止
に
対
す
る
準
備
に
つ

い
て
。

Ａ　

県
で
は
、畜
産
農
家
に
対
し
て
、

飼
養
衛
生
管
理
基
準
の
遵
守
を
指

導
。本
年
11
月
以
降
の
国
内
に
お
け
る

野
鳥
か
ら
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

検
出
等
を
受
け
、庁
内
の
関
係
各
課
か

ら
成
る
対
策
会
議
を
開
催
し
、県
内
の

畜
産
農
家
や
関
係
機
関
に
注
意
喚
起

の
文
書
を
発
出
し
た
。ま
た
、福
岡
県

獣
医
師
会
な
ど
関
係
団
体
と
防
疫
協

定
を
締
結
し
、防
疫
演
習
の
実
施
や
、

防
疫
作
業
に
従
事
す
る
予
定
人
数
を

増
や
し
、防
疫
体
制
の
強
化
を
図
っ
て

い
る
。

大
橋
議
員　

E
S
D（
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
教
育
）に
関
す
る
知

事
の
認
識
と
、ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に

対
す
る
教
育
長
の
評
価
は
。

Ａ　

E
S
D
は
、個
人
が「
未
来
を
築

く
担
い
手
」と
な
る
こ
と
を
目
指
す
も

の
で
、と
り
わ
け
子
ど
も
へ
の
教
育
と

し
て
大
変
有
意
義
で
あ
る
。E
S
D
の

考
え
方
が
学
校
か
ら
家
庭
ま
で
広
が

る
よ
う
努
め
る
。

　

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
の
目
的
は
、地
球
規

模
の
諸
問
題
に
対
処
で
き
る
よ
う
新
た

な
教
育
内
容
や
手
法
の
開
発
な
ど
を
行

う
こ
と
で
あ
り
、そ
の
取
り
組
み
は
、持

続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
担
い
手
を
育

む
上
で
も
意
義
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

堤
議
員　

2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
時
に

は
、多
く
の
外
国
人
の
来
訪
が
見
込
ま
れ

る
。1
1
9
番
通
報
へ
の
多
言
語
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

他
県
で
事
例
が
あ
る
民
間
電
話

通
訳
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
は
、緊
急
を
要

す
る
救
急
事
案
や
災
害
の
発
生
時
に
、

迅
速
か
つ
的
確
に
通
報
に
対
応
す
る
た

め
の
一つ
の
方
策
だ
と
考
え
る
。国
で
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
活
用
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、県
と

し
て
は
、国
の
取
り
組
み
や
他
自
治
体

の
先
進
事
例
に
つ
い
て
情
報
収
集
を
行

い
、市
町
村
や
消
防
本
部
に
提
供
し
て

い
き
た
い
。

小
池
議
員　
「
子
育
て
応
援
宣
言
企

業
」
に
お
け
る
孫
の
育
児
支
援
制
度

に
つ
い
て
聞
く
。

Ａ　
「
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
」の
中

に
は
、保
育
所
送
迎
の
た
め
の
短
時
間

勤
務
、看
護
休
暇
、学
校
行
事
参
加
の

た
め
の
休
暇
な
ど
、孫
の
養
育
を
支
援

す
る
制
度
を
導
入
す
る
企
業
が
出
て

き
た
。そ
う
し
た
企
業
で
は
、両
親
が

仕
事
の
都
合
で
休
暇
が
取
れ
な
い
場

合
に
、代
わ
り
に
祖
父
母
が
対
応
し
て

い
る
と
伺
っ
て
い
る
。
県
と
し
て
は
、

様
々
な
機
会
を
通
じ
て
、こ
う
し
た
先

進
事
例
を
周
知
し
、宣
言
企
業
に
そ
の

取
り
組
み
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

井
上
議
員　

本
県
の「
子
ど
も
の
貧

困
対
策
に
関
す
る
計
画
」
の
策
定
時

期
と
、総
合
的
か
つ
一
体
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

子
ど
も
の
将
来
が
、生
ま
れ
育
っ

た
環
境
で
左
右
さ
れ
た
り
、貧
困
が
世

代
を
超
え
て
連
鎖
す
る
よ
う
な
こ
と

は
、あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。そ
う
し
た
事

態
に
陥
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、必
要
な

環
境
整
備
と
教
育
の
機
会
均
等
を
図

る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
課
題
。来
年

度
の
で
き
る
限
り
早
期
に
計
画
を
策

定
し
、計
画
に
定
め
た
各
種
の
支
援
施

策
を
一
体
的
に
切
れ
目
な
く
展
開
す
る

と
と
も
に
、進
行
管
理
を
行
い
、確
実

な
進
捗
を
図
る
。

原
中
議
員　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
」
に
対
す
る
認
識
と
本
県
の

「
総
合
戦
略
」策
定
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

創
生
法
は
、国
と
地
方
が
総
力
を

挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題

で
あ
る
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

活
力
あ
る
社
会
を
維
持
す
る
た
め
の

基
本
と
な
る
。本
県
の
総
合
戦
略
に
つ

い
て
は
、こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
だ
施
策

を
評
価
・
検
証
し
、充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、地
域
の
実
態
に
即
し
た
施
策
を

効
果
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
く
。市
町
村
と
の
連
携
は
も
ち
ろ

ん
、幅
広
い
意
見
を
反
映
す
る
よ
う
各

分
野
の
関
係
者
か
ら
も
意
見
を
伺
っ
て

い
き
た
い
。

泉
議
員　

健
康
寿
命
を
都
道
府
県

別
に
み
る
と
、本
県
は
男
性
ワ
ー
ス
ト

8
位
、女
性
ワ
ー
ス
ト
4
位
。知
事
の

認
識
は
。

Ａ　

本
県
が
下
位
に
位
置
し
て
い
る
理

由
は
、全
国
と
比
べ
て
、脳
血
管
疾
患

や
骨
折
に
よ
る
入
院
患
者
数
が
多
い
こ

と
、介
護
保
険
認
定
率
が
高
い
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。県
と
し
て
は
、食

事
や
運
動
な
ど
の
改
善
に
よ
る
生
活

習
慣
病
の
発
症
と
重
症
化
の
予
防
、介

護
の
主
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
の
普
及
啓

発
に
取
り
組
み
、健
康
寿
命
の
延
伸
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

原
竹
議
員　

産
業
廃
棄
物
税
の
税

率
の
妥
当
性
に
つ
い
て
、県
は
関
係
事

業
者
に
説
明
責
任
が
あ
る
と
思
う
が
、

知
事
の
所
見
は
。

Ａ　

関
係
事
業
者
に
対
し
て
、県
は

も
と
よ
り
、産
業
廃
棄
物
の
特
別
徴

収
義
務
者
で
構
成
さ
れ
る
福
岡
県
産

業
廃
棄
物
税
納
税
推
進
協
議
会
を

通
じ
て
、産
業
廃
棄
物
協
会
主
催
の

研
修
会
に
お
け
る
啓
発
チ
ラ
シ
の
配

布
や
説
明
、パ
ネ
ル
展
な
ど
の
啓
発
活

動
を
行
っ
て
き
た
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
お
い
て
、不
十
分
な
点
も
確

認
で
き
た
た
め
、こ
れ
ま
で
以
上
に
工

夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
周
知
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

福
岡
県
議
会
議
員
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す
る
条
例
の
概
要

1 

掲
載
内
容

（
1
） 

掲
載
事
項（
第
2
条
）

　
　

 

候
補
者
の
氏
名
、経
歴
、政
見
、写
真
等

（
2
） 

掲
載
し
て
は
な
ら
な
い
事
項（
第
3
条
）

・
他
人
も
し
く
は
、他
の
政
党
そ
の
他
の

政
治
団
体
の
名
誉
を
傷
つ
け
る
も
の
。

・善
良
な
風
俗
を
害
す
る
も
の
。

・
特
定
の
商
品
の
広
告
そ
の
他
営
業
に
関

す
る
宣
伝
を
す
る
も
の
。

2 

掲
載
申
請

候
補
者
は
、選
挙
の
告
示
日
に
掲
載
の
申
請

を
行
う
。（
第
3
条
）

3 

選
挙
公
報
の
発
行

（
1
） 

選
挙
公
報
は
、選
挙
区
ご
と
に
1
回
発
行
。

（
第
2
条
）

（
2
） 

無
投
票
と
な
っ
た
選
挙
区
が
あ
れ
ば
、そ
の

選
挙
区
に
つ
い
て
、選
挙
公
報
は
発
行　

し
な
い
。（
第
6
条
）

（
3
） 

県
選
挙
管
理
委
員
会
は
、候
補
者
か
ら
申

請
が
あ
っ
た
掲
載
文
を
原
文
の
ま
ま
掲
載

（
第
4
条
）

4 

選
挙
公
報
の
配
布

市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
、有
権
者
の
世

帯
に
選
挙
期
日
の
前
日
ま
で
に
、選
挙
公
報
を

配
布
。（
第
5
条
）

5 

施
行
期
日

平
成
26
年
12
月
5
日

　

今
議
会
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、自
由
民

主
党
、原
口
剣
生
議
員
か
ら
、私
の
二
期
目
へ

の
対
応
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
。そ
の
際
、

こ
れ
ま
で
の
私
の
取
り
組
み
に
対
し
評
価
の

言
葉
も
あ
り
、大
い
に
励
ま
さ
れ
た
。

　

熟
慮
を
重
ね
て
き
た
が
、私
は
こ
れ
ま
で

の
成
果
の
上
に
立
っ
て
、引
き
続
き
県
民
の

皆
様
、県
議
会
の
皆
様
と
と
も
に
福
岡
県
の

一
層
の
飛
躍
を
図
る
べ
く
、次
の
知
事
選
挙
に

立
候
補
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

　

私
は
か
ね
て
か
ら
、こ
の
福
岡
県
を
唯
一
日

本
海
側
の
、し
か
も
ア
ジ
ア
を
向
い
た
大
都

市
圏
と
し
て
発
展
を
さ
せ
る
こ
と
、ま
た
県

民
一
人
一
人
が
幸
福
を
実
感
で
き
る
県
民
幸

福
度
日
本
一
の
福
岡
県
、こ
れ
を
目
指
し
て

全
力
投
球
を
し
て
き
た
。近
年
、少
子
化
、人

口
減
少
と
い
う
も
の
が
大
き
な
課
題
に
な
っ

て
い
る
。福
岡
県
は
、幸
い
に
も
人
口
が
ふ
え

続
け
て
い
る
が
、余
力
が
あ
る
今
こ
そ
、将

来
の
人
口
減
少
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

私
が
目
指
し
て
き
た
目
標
、こ
れ
は
道
半

ば
に
あ
る
。そ
の
達
成
と
、本
県
を
取
り
巻

く
諸
課
題
に
果
敢
に
挑
戦
を
し
、前
進
し
、

発
展
し
続
け
る
福
岡
県
の
実
現
に
力
の
限

り
を
尽
く
し
て
い
く
覚
悟
で
あ
る
。皆
様
に

は
、引
き
続
き
力
強
い
御
支
援
を
お
願
い
し

た
い
。

□
□
議
員　

□
□
□
□
□
□

□
□
□

Ａ　

□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□

□Ａ　

□
□
議
員　

□
□
□
□
□

□
□
□
□

Ａ　

□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□

松
下
議
員　

多
胎
児
の
妊
娠
に
関
す

る
行
政
と
医
療
機
関
と
の
連
携
及
び

今
後
の
支
援
に
つ
い
て
。

Ａ　

医
療
機
関
と
市
町
村
は
、妊
婦
と

の
面
接
を
通
し
不
安
や
悩
み
を
早
期

に
把
握
。
支
援
が
必
要
な
場
合
は
相

互
に
情
報
交
換
し
、県
も
含
め
保
健
師

が
家
庭
訪
問
な
ど
を
実
施
。心
の
ケ
ア

を
行
う
と
と
も
に
精
神
的
状
態
や
身

体
的
変
化
を
医
療
機
関
に
伝
え
て
い

る
。多
胎
児
を
含
め
多
子
世
帯
は
、経

済
的
・
体
力
的
に
も
大
変
。今
後
県
と

し
て
、多
胎
児
を
含
め
、地
域
の
子
育

て
支
援
の
充
実
に
向
け
市
町
村
を
支

援
す
る
。

壹
岐
議
員　

本
県
に
支
店
や
工
場
等

を
設
置
し
て
い
る
企
業
に
つ
い
て
、本

社
機
能
の
県
内
移
転
を
推
進
す
べ
き

と
考
え
る
。

Ａ　

県
は
こ
れ
ま
で
、本
社
機
能
の
移

転
、事
業
継
続
計
画
の
観
点
か
ら
の

代
替
機
能
の
整
備
に
つ
い
て
、企
業
に

対
し
働
き
か
け
を
行
っ
て
き
た
結
果
、

通
信
販
売
会
社
の
本
社
移
転
、自
動

車
メ
ー
カ
ー
の
設
計
開
発
部
門
の
設

置
な
ど
が
実
現
し
た
。引
き
続
き
、充

実
し
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
、豊
富
な
人
材

な
ど
の
立
地
環
境
の
P
R
と
と
も
に
、

中
小
企
業
の
技
術
高
度
化
支
援
等
も

行
い
、本
社
機
能
の
移
転
等
に
取
り

組
む
。

ニ
期
目
へ
の
見
解
と
判
断
に
対
す
る
知
事
発
言（
12
月
18
日　

本
会
議
最
終
日
）
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平
成
26
年
9
月
定
例
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ

た
決
算
特
別
委
員
会
で
は
、議
会
の
監
視
機
能
を

発
揮
し
、審
査
結
果
を
平
成
27
年
度
予
算
に
反

映
さ
せ
る
た
め
、9
日
間
の
審
査
日
を
設
け
、付
託

さ
れ
た
平
成
25
年
度
福
岡
県
一般
会
計
決
算
な
ど

20
件
の
議
案
に
つ
い
て
、集
中
審
査
方
式
に
よ
り

慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
に
当
た
っ
て
は
、二
元
代
表
制
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、県
政
の
重
要
課
題
を
中
心
に
活
発
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。審
査
の
過
程
に
お
い
て

議
論
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

【
土
砂
災
害
対
策
】

　

土
砂
災
害
対
策
に
つ
い
て
た
だ
さ
れ
、住
民
の

生
命・身
体
を
守
る
こ
と
が
第
一に
優
先
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、行
政
の
責
任
と
し
て
、土
砂
災
害
警
戒

区
域
等
の
指
定
を
行
い
、対
象
住
民
に
危
険
性
を

周
知
す
る
と
と
も
に
、避
難
場
所
や
避
難
方
法
の

住
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
市
町
村
に
働
き
か
け
て
い

き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
原
子
力
災
害
対
策
】

　

玄
海
原
子
力
発
電
所
で
の
災
害
を
想
定
し
た

避
難
計
画
、広
域
避
難
計
画
の
有
効
性
と
原
発

の
再
稼
働
の
問
題
に
つ
い
て
た
だ
さ
れ
、知
事
か

ら
、二
段
階
避
難
は
国
の
原
子
力
災
害
対
策
指
針

に
基
づ
い
た
、全
体
と
し
て
円
滑
な
避
難
を
行
う

た
め
の
措
置
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
、原
発
再
稼

働
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、国
に
お
い
て
し
っ
か
り

と
検
証・確
保
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、そ
の
上
で
、

万
一の
事
故
に
備
え
た
広
域
避
難
計
画
を
策
定

し
、そ
の
実
効
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
福
岡
空
港
問
題
】

　

本
年
8
月
に
骨
子
案
が
示
さ
れ
た
福
岡
空
港

の
将
来
構
想
の
成
案
の
提
出
時
期
に
つ
い
て
た
だ

さ
れ
、知
事
か
ら
、可
能
な
限
り
早
く
出
し
た
い

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、空
港
運
営
の
民
間
委
託
に
関
し
て
、地

域
の
声
を
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
に
つ
い
て
た
だ
さ

れ
、知
事
か
ら
、仮
に
民
間
委
託
す
る
場
合
、運
営

に
地
域
の
声
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
で
あ

り
、空
港
ご
と
に
設
置
さ
れ
る
協
議
会
の
場
を
活

用
し
て
、地
域
の
意
見
を
反
映
し
て
い
き
た
い
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
本
県
に
お
け
る
地
方
創
生
】

　

小
規
模
な
、財
政
力
の
弱
い
市
町
村
に
お
け
る

地
方
創
生
の
推
進
に
つ
い
て
た
だ
さ
れ
、知
事
を

ト
ッ
プ
と
す
る
新
た
な
庁
内
組
織
を
設
置
し
、部

局
間
の
連
携
を
強
化
し
て
効
果
的
な
施
策
を
講

じ
て
い
く
一
方
、単
独
で
対
策
を
と
る
こ
と
が
難
し

い
市
町
村
に
つ
い
て
、資
源
等
を
共
有
す
る
な
ど
、

地
域
連
携
の
仕
組
み
の
推
進
を
積
極
的
に
図
っ
て

い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
筑
豊
電
気
鉄
道
延
伸
に
伴
う
県
の
支
援
】

　

筑
豊
電
気
鉄
道
の
J
R
直
方
駅
ま
で
の
延
伸

事
業
に
対
す
る
県
の
支
援
に
つ
い
て
た
だ
さ
れ
、知

事
か
ら
、当
該
事
業
は
交
通
の
利
便
性
の
向
上
、

都
市
機
能
の
強
化
な
ど
大
き
な
効
果
が
期
待
で

き
る
事
業
で
あ
り
、今
後
は
直
方
市
や
関
係
者
の

意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、幅
広
く
ど
う
い
う
支
援

が
で
き
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

【
生
活
習
慣
病
の
予
防
】

　

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
や
生
活
習
慣
病
の

予
防
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
た
だ
さ
れ
、が
ん
検

診
受
診
率
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
所
の

表
彰
や
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
た
住
民
へ
の

生
活
習
慣
病
予
防
の
普
及
啓
発
活
動
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

【
環
境
問
題
】

　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
対
す
る
県
の
指
導

等
に
つ
い
て
た
だ
さ
れ
、紛
争
予
防
条
例
に
基
づ

き
、事
業
者
に
対
し
て
住
民
へ
の
十
分
な
説
明・情

報
提
供
を
さ
せ
、許
可
に
際
し
て
は
廃
棄
物
処
理

法
に
の
っ
と
り
、厳
正
な
審
査
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
青
少
年
育
成
へ
の
取
り
組
み
】

　

青
少
年
プ
ラ
ン
の
進
捗
管
理
に
つ
い
て
た
だ
さ

れ
、プ
ラ
ン
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
指
標
の
数
値
を
早

期
に
集
約
し
、し
っ
か
り
し
た
進
捗
管
理
に
基
づ

く
議
論
に
よ
り
次
の
施
策
に
つ
な
げ
て
い
き
、関

係
各
部
と
連
携
し
て
豊
か
な
心
、志
を
持
つ
逞
し

い
青
少
年
の
育
成
に
努
め
て
い
き
た
い
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

【
高
齢
者
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
】

　

運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
高
齢
者
の
支
援

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
た
だ
さ
れ
、知
事
か
ら
、既
に

実
施
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
、バ
ス・

タ
ク
シ
ー
の
運
賃
割
引
な
ど
に
つ
い
て
、県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
様
々
な
媒
体
を
駆
使
し
て
事
業

者
や
県
民
に
P
R
し
て
い
く
と
と
も
に
、交
通
事

業
者
等
が
参
加
す
る
会
議
の
場
を
通
じ
て
、事
業

実
施
の
働
き
か
け
を
行
い
、支
援
の
輪
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
雇
用
問
題
】

　

筑
豊
地
域
の
雇
用
促
進
に
向
け
て
、地
域
ご
と

の
振
興
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
た
だ
さ
れ
、知
事
か

ら
、市
町
村
の
自
主
的
な
発
展
を
促
し
て
い
く
計

画
と
す
べ
く
、全
庁
的・一
体
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
子
育
て
支
援
】

　

認
定
こ
ど
も
園
に
か
か
る
県
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
た
だ
さ
れ
、来
年
4
月
以
降
に
ス
タ
ー
ト
す

る
新
制
度
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、市
町
村
へ
の
助

言
や
支
援
を
し
っ
か
り
行
い
た
い
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

【
農
業
問
題
】

　

中
山
間
地
農
業・都
市
農
業・種
子
生
産
農
業

へ
の
支
援
に
つ
い
て
た
だ
さ
れ
、中
山
間
地
農
業
は

農
山
村
地
域
と
都
市
部
の
企
業
等
と
の
共
助
活

動
に
よ
る
中
山
間
地
域
の
活
性
化
を
進
め
、都
市

農
業
は
、農
業
者
の
重
要
な
販
売
ル
ー
ト
で
あ
る

直
売
所
向
け
の
新
作
物
や
加
工
品
づ
く
り
の
指

導・助
言
を
行
い
、種
子
生
産
は
、地
元
J
A
等
と

連
携
し
て
技
術
的
な
指
導
な
ど
を
し
っ
か
り
行
っ

て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
自
動
車
産
業
】

　

自
動
車
産
業
の
振
興
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

た
だ
さ
れ
、グ
リ
ー
ン
ア
ジ
ア
国
際
戦
略
総
合
特

区
を
活
用
し
、電
気
自
動
車
や
燃
料
電
池
自
動

車
な
ど
の
次
世
代
自
動
車
の
開
発・生
産
拠
点
化

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

【
道
路
対
策
】

　

災
害
時
に
お
け
る
緊
急
物
資
等
の
輸
送
ル
ー

ト
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
緊
急
輸
送
道
路

の
整
備
に
つ
い
て
た
だ
さ
れ
、橋
梁
の
耐
震
補
強
や

の
り
面
の
落
石
対
策
、道
路
施
設
の
点
検
・
補
修

な
ど
を
通
じ
て
、県
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を

図
り
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
空
き
家
対
策
】

　

防
災・防
犯
な
ど
の
生
活
環
境
上
の
問
題
と
な

り
得
る
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
た
だ
さ
れ
、固
定

資
産
や
生
活
関
連
情
報
を
把
握
し
て
い
る
市
町

村
に
よ
る
対
応
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
同
時

に
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、市
町
村
へ
の
支
援
を

し
っ
か
り
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、業
界
団
体
等
と

の
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
教
育
問
題
】

　

子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
依
存
対
策
に
つ
い
て
た
だ
さ

れ
、学
校
に
お
い
て
は
情
報
社
会
に
適
切
に
対
応

で
き
る
能
力
を
育
成
す
る
教
育
を
充
実
さ
せ
、家

庭
や
地
域
に
お
い
て
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
の

ル
ー
ル
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、児
童
生
徒
が

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
依
存
し
な
い
生
活
を
送
れ
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

【
そ
の
他
】

　

こ
の
ほ
か
、防
災
士
の
増
員
、漁
業
者
へ
の
融
資

制
度
、福
岡
北
九
州
高
速
道
路
公
社
の
運
営
、住

宅
等
の
耐
震
化
、中
高
一
貫
教
育
、県
と
政
令
市
の

連
携
、生
活
困
窮
者
対
策
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て

質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
終
了
後
、付
託
を
受
け
た
20
件
の
議
案

に
つ
い
て
採
決
を
行
い
、い
ず
れ
の
議
案
も
起
立
多

数
を
も
っ
て
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

（◎委員長、○副委員長）

◎松尾　統章
　松尾　嘉三
　津田　公治
　秋田　章二
　吉松　源昭
　原口　剣生
　中村　誠治
　原竹　岩海
　大塚　勝利
　田中　正勝
　吉武　邦彦

○佐々木　徹
　香原　勝司
　平井　一三
　井上　順吾
　江藤　秀之
　井本　邦彦
　野村　陽一
　新村　雅彦
　浜﨑　達也
　堀　　大助
　西元　　健

板橋　　聡
塩川　秀敏
樋口　　明
長　　裕海
原中　誠志
川﨑　俊丸
冨田　徳二
上岡　孝生
神﨑　　聡

決算特別委員会委員

決算特別委員会から 審査日程：10月7日、10月28日～11月7日

〜
福
岡
空
港
問
題
に
つ
い
て
〜

11
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た

空
港
対
策
調
査
特
別
委
員
会
で
の

小
川
知
事
の
発
言

【
福
岡
県
の
空
港
の
将
来
構
想
】　

　

福
岡
空
港
と
北
九
州
空
港
そ
れ
ぞ
れ
の
特

色
を
活
か
し
て
、
両
空
港
の
役
割
分
担
と
相

互
補
完
を
進
め
て
い
く
と
い
う
の
が
基
本
的

考
え
方
で
あ
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
福
岡
空
港
は
滑
走
路
の
増

設
等
に
よ
り
空
港
機
能
を
向
上
さ
せ
、
国
際

路
線
の
戦
略
的
な
誘
致
に
よ
り
国
内
外
へ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
充
し
、
九
州
・
西
日
本

さ
ら
に
は
ア
ジ
ア
の
拠
点
空
港
と
し
て
発
展

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
。

　

24
時
間
利
用
可
能
な
北
九
州
空
港
は
、
早

朝
・
深
夜
便
や
L
C
C
の
誘
致
、
企
業
や
地

域
住
民
の
ニ
ー
ズ
の
高
い
路
線
展
開
を
進
め

る
と
と
も
に
、
貨
物
拠
点
化
に
向
け
て
発
展

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
。

【
福
岡
空
港
の
民
間
委
託
】　

　

民
間
委
託
す
る
こ
と
で
戦
略
的
な
路
線
誘

致
等
に
よ
る
さ
ら
な
る
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
充
実
、
空
港
運
営
の
効
率
化
に
よ
る
コ
ス

ト
削
減
、
収
益
機
会
の
増
な
ど
に
よ
る
一
層

の
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
が
期
待
さ

れ
、
民
間
委
託
は
地
域
の
振
興
発
展
に
効
果

が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

一
方
で
、
民
間
委
託
さ
れ
る
場
合
に
は
、

安
全
性
の
確
保
、
借
地
や
環
境
対
策
、
さ
ら

に
は
空
港
運
営
に
地
元
の
意
見
が
反
映
さ
れ

る
仕
組
み
の
整
備
な
ど
、
様
々
な
課
題
へ
の

対
応
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
借
地
料

は
国
が
支
払
う
こ
と
、
安
全
性
の
確
保
は
絶

対
条
件
・
最
優
先
事
項
で
あ
り
、
万
全
を
期

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

地
域
の
振
興
に
か
か
わ
る
協
力
と
地
域
の

意
向
を
反
映
す
る
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
議

会
の
皆
様
か
ら
も
強
く
ご
意
見
を
い
た
だ
い

て
お
り
、
地
域
の
振
興
を
民
間
委
託
に
際
し

て
の
事
業
目
的
に
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、

地
域
と
の
協
議
の
場
を
設
置
し
て
地
域
の
意

見
が
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
を
整
え
る
必
要
が

あ
る
。
国
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
課
題
へ
の

対
応
を
条
件
と
し
て
、
民
間
委
託
の
検
討
を

進
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
異
存
は
な

い
旨
伝
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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トピックス
※トピックス記事の中には、議会のホームページで詳しく掲載しているものもありますので、ぜひ、ご覧ください。

全国都道府県議会議長会 地方自治委員会要請活動
　11月17日、加地邦雄議
長は、全国都道府県議会
議長会の地方自治委員
会副委員長として、安藤
俊威副委員長（宮城県議
会議長）、向笠茂幸副委
員長（神奈川県議会議
長）とともに、総務省及び
自由民主党において要
請活動を行いました。
　総務省では大石利雄総務事務次官と、自民党では伊達治郎政務調査
会会長代理と直接面会し、10月28日の全国都道府県議会議長会定例総
会で決定された決議、及び平成27年度政府予算編成に関する提言書を
渡しました。
　このうち、「地方税財源の充実強化に関する決議」と、「更なる地方分権
改革の推進」「議会機能の充実強化」「地方交付税総額の増額」について
は特に趣旨説明を行い、これらの要請の実現へ向け必要な措置を講じる
よう強く訴えました。
　また、加地議長は、「公務員獣医師の人材確保」について、要請を行いま
した。

平成26年度九州八県赤十字大会
　11月13日、常陸宮妃殿下のご臨席を仰ぎ「平成26年度九州八県赤十字大
会」が福岡市において開催され、加地邦雄議長が来賓として出席しました。
　本大会は、日本赤十字社が展開している国際活動や災害救護活動などの事
業を側面から支えていただいている方々に対して赤十字有功章の授与並びに
日赤感謝状の贈呈が行われるもので、当日は、74個人45法人の方々に対し、日
本赤十字社名誉副総裁常陸宮妃殿下から有功章の授与や同社大塚義治副
社長から感謝状の贈呈が行われました。
　加地議長は、常陸宮妃殿下から、栄えある有功章のご授与を受けられた皆
様や感謝状を贈呈された方々に対しお祝いを申し上げるとともに、「災害救護
活動をはじめ、地域医療への貢献や安定的な血液の確保と供給など、その使
命と役割は、誠に偉大なものであると存じております。世界各地では、頻繁な災
害発生により、多くの人々
が日々の生活に困窮する
状態が生じており、国の
内外から日本赤十字社に
寄せられる期待はますま
す大きくなっていると実
感するところでございま
す。今後も皆様方の一層
のご活躍を心よりご期待
申し上げます」と祝辞を
述べました。

九州各県議会議長会 政府等への提言活動
　11月10日から11日にかけ、
加地邦雄議長及び岩元一儀
副議長は、九州各県議会議
長会による政府等への提言
活動に参加しました。
　10日は、岩元副議長が、西
日本高速道路（株）を訪問
し、高速自動車国道等の整
備促進について要請を行い、
11日は、加地議長が、総務省（あかま二郎大臣政務官）、内閣府（山谷えり子大
臣）、公明党（石井啓一政務調査会長）、国土交通省（西村明宏副大臣）、自由
民主党（谷垣禎一幹事長）、農林水産省（あべ俊子副大臣）、財務省（宮下一
郎副大臣）を訪問し、九州各県から提出された特に重要かつ緊急を要する8項
目について提言を行いました。
　併せて、大分県、宮崎県、鹿児島県及び本県議会の議長で構成する、「東九
州軸陸上交通高速化促進4県議会議長連絡会議」による合同要請・提言活動
が行われ、西日本高速道路(株)及び国土交通省に対し、東九州自動車道の建
設促進、日豊本線の高速化及びフリーゲージトレインの早期実用化、東九州
新幹線の整備計画路線への格上げ及び早期着工の実現について、要請・提言
を行いました。

第221回13都道府県議会議長会議
　11月6日、第221回13都道府県議会議長会議が東京都で開催され、加地邦
雄議長、岩元一儀副議長が出席しました。
　同会議は、大都市を有する都道府県（北海道、宮城県、埼玉県、千葉県、東
京都、神奈川県、静岡県、愛知県、京都府、大阪府、兵庫県、広島県、福岡県）
に共通する問題を
解決すること等を目
的としており、今回
は、本県が提案した
「公務員獣医師の人
材確保について」ほ
か11項目について、
国などの関係機関
に要望することを決
定しました。

第23回暴力追放福岡県民大会
　11月18日、「第23回暴力追放福岡県民大会」が福岡市において開催され
ました。本大会は、暴力追放活動功労者を激励するとともに暴力追放の強
い意志を表明することで、警察・行政・事業者・県民が一体となった暴力
団排除活動のさらなる推進を図るため開催されたもので、会場には約
1,500名の方々が集いました。
　来賓として出席した加地邦雄議長は、それぞれの地域・職域において、
各種暴力団排除活動に多大なご尽力をいただいている皆様に深く感謝申
し上げるとともに、「県議会としても、去る10月7日の本会議において、県警
察や県行政、暴力団排除活動推進団体などの関係機関との連携をさらに
強化し、暴力団の壊滅に全
力で取り組むこととする決
議案を可決したところです。
今後も引き続き、暴力団の
脅威にさらされている県民
の皆様、そして矢面に立つ
暴力追放運動推進セン
ターを全面的にバックアッ
プするため、鋭意努めてま
いる所存です」と挨拶しま
した。

中国・江蘇省人民代表大会常務委員会友好代表団
　11月20日、福岡県議会と友好交流を続けている中国・江蘇省人民代表
大会常務委員会友好代表団の皆さんが、県議会を4年ぶりに訪問され、
正副議長や各会派の代表者、福岡県日中友好議員連盟会長らが出迎え
ました。
　加地邦雄議長は、「4年ぶりに友好代表団の皆様が来県されるというこ
とで、皆様とお会いし交流できることを心待ちにしていました。今後も、江
蘇省人民代表大会と福岡県議会の素晴らしい関係を築いていきたい」と
歓迎の挨拶をしました。
　代表団の郭敏文（カクビンブン）団長は、「両省県の交流は、江蘇省の国
際交流の模範となって
おり高く評価されていま
す。これからも友好の
絆を深めていきたい」と
述べられ、その後、隣接
する東公園内に開設さ
れた「福岡県・江蘇省友
好記念庭園」などを訪
れました。

平成27年福岡県警察年頭視閲
　1月7日、福岡ヤフオク！ドームで平成27年福岡県警察年頭視閲が行わ
れました。
　来賓として出席した加地邦雄議長は、警察職員の日夜の努めに感謝を
述べるとともに、暴力団対策の成果や飲酒運転事故の減少に触れ「県警
察の取り締まりなどの各種活動の成果であると考えております。今後と
も、県民生活の安心・安全を守るため、ご活躍いただきますよう心よりお
願い申し上げます」と挨拶しました。
　年頭視閲は、新年に
あたり、警察部内の士
気を高め、治安維持へ
の決意を新たにするた
め行われているもの
で、警察官約660名と
白バイ・パトカーなどの
警察車両39台による行
進や部隊点検、訓示な
どが行われました。

自由民主党　谷垣幹事長（中央）
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※次号（第13号）の発行は、平成27年3月下旬を予定しています。

「まごころ製品」の販売会
　障害者週間（12月3日～9
日）を迎えるにあたり、平成
26年12月定例会の開会日で
ある12月1日、障害者の皆さん
がつくった「まごころ製品」の
販売会が、議会棟1階の玄関
ホールで開催されました。
　当日は、県内各地域から5
施設が出店し、焼き菓子やパ
ン、ジャム、木工品、いも焼酎
「自立」、きのこセットなどが販売され、加地邦雄議長や岩元一儀副議長をは
じめ、多くの議員が販売ブースを訪れ、施設の皆さんを激励するとともに、
障害者の皆さんが心を込めてつくった「まごころ製品」を購入しました。

平成27年福岡県警察年頭視閲
　1月7日、福岡市の雁の巣レクリエーションセンターで、平成27年福岡県警
察年頭視閲が行われました。
　加地邦雄議長は、来賓として出席し、「県下の安全と治安維持は県民生活
の根幹であり、県警察には県民の大きな期待と信頼が寄せられています。
県民の生命と安全が守られ、安心して暮らせる社会の実現のため、職務遂
行に、より一層ご尽力いただきます
ことをお願い申し上げます」と挨拶
しました。
　年頭視閲は、新年にあたり、警察
部内の士気を高め、治安維持への
決意を新たにするため行われてい
るもので、警察官約70 0名と白バ
イ・パトカーなどの警察車両35台が
行進しました。
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九州の成長戦略に係る政策提言（九州の自立を考える会がとりまとめた政策）

　平成26年12月定例会に、本県の農林水産業及び農山漁村の持続的発展並び
に県民の健康で豊かな生活の向上に寄与するため、農林水産業及び農山漁村の
振興について、基本理念及びその実現のために必要な事項を定める「農林水産
業・農山漁村振興条例案」が上程され、12月18日に制定されました。
　2月定例会の代表質問（自民党県議団・中尾正幸議員）で、現行の農業・農村
振興条例をさらに発展させ、林業や水産業の政策を含めた第1次産業振興条例
へ役割を大幅に向上させるべきことを提案したものですが、この時、小川知事は
「既に条例を制定している他県の取り組み等の情報を把握し、関係団体等から
幅広く意見を伺いながら、必要性を検討したい」との答弁にとどまっていました。
　このため、9月定例会の代表質問（自民党県議団・桐明和久議員）において、再
度「第1次産業振興条例、つまり、農林水産業振興の御旗となるべき条例制定に
ついて、知事の明確なる見解を示してもらいたい」と質したところ、知事から「県
議会をはじめ、関係者から意見を伺いながら鋭意検討作業を進め、条例の成案
が整い次第、議会に提案したい」と前向きの答弁があっていたもので、それが実
現したものです。

「農林水産業・農山漁村振興条例」を制定

　平成26年12月定例会に、本県の農林水産業及び農山漁村の持続的発展並びに県民の健康で豊かな生活の向上に寄与す
るため、農林水産業及び農山漁村の振興について、基本理念及びその実現のために必要な事項を定める「福岡県農林水産
業・農山漁村振興条例案」が上程され、12月18日に制定されました。
　9月定例会の代表質問（自民党県議団・桐明和久議員）において、「第1次産業振興条例、つまり、農林水産業振興の御旗と
なるべき条例制定について、知事の明確なる見解を示してもらいたい」とただしたところ、知事から「県議会をはじめ、関係者
から意見を伺いながら鋭意検討作業を進め、条例の成案が整い次第、議会に提案したい」と前向きの答弁があっていたもの
で、それが実現したものです。

「福岡県農林水産業・農山漁村振興条例」を制定

　福岡県議会の全議員、福岡県内の首長多数、九州各県議会の議員有志、九州の主要企業等が党派や政治的理念
を超えて結集し、平成23年9月に発足した九州の自立を考える会（会長：藏内勇夫自民党福岡県議団会長）は、平成
26年10月6日、「九州の成長戦略に係る政策提言」を公表されました。
　これは、同会のこれまでの研究成果を基に、人口減少社会やその背景となった過度の東京一極集中、わが国企業
の国際競争力の低下等による地方の職場・雇用の喪失など、わが国が直面する難題の克服に九州が率先して取り組
み、九州経済を活性化させることにより九州が自律的に発展するための戦略と政策をとりまとめられたものです。
　同日、藏内会長より議長に対し上記政策提言が提出され、その実現に向け、福岡県としても提言事項を早急に実施
し、もって福岡県、そして九州が地方創生の先導的な役割を担っていくよう要請があったところです。
　10月31日、加地邦雄議長と岩元一儀副議長は、小川洋知事に対し、「九州の成長戦略に係る政策提言」に関して、
特に福岡県が率先して取り組むべき事項について、県議会とともに早期実施に努めるよう要請しました。

※「ふくおか県議会だより」は新聞折り込みでお届けするほか、県の総合庁舎や各地区の県民情報コーナー、県立美術館、県立図書館、クローバープラザ、市町村の窓口、県内ローソン各店舗などにも置いています。
※「ふくおか県議会だより」は点字版およびデイジー版（音声版）CDも発行しています。ご希望の方は、県議会事務局調査課へご連絡ください。
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●2月18日（水）  　一 般 質 問

●2月19日（木）  　常任委員会
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議会事務局の組織と
問い合わせ先

※福岡県議会についてのお問い合わ
せは、県議会事務局の各課・室まで
お寄せください。

■ 議会の庶務、経理　
■ 本会議傍聴　
■ 議会棟見学　など
TEL 092-643-3823
FAX  092-643-3825
E-mail
  gsomu@pref.fukuoka.lg.jp

総 務 課

■ 本会議、委員会などの運営
■ 請願、陳情　
■ 会議録作成　など
TEL 092-643-3827
FAX  092-643-3825
E-mail
  ggiji@pref.fukuoka.lg.jp

議 事 課

■ 情報公開　■ ホームページ
■ 本紙へのご意見、ご要望　など
TEL 092-643-3832
FAX  092-643-3825
E-mail
  gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

調 査 課

■ 議員提出条例の制定・改廃
■ 政策提言に係る企画支援　など
TEL 092-643-3806
FAX  092-643-3825
E-mail
  gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

政 策 企 画 支 援 室

小川知事（左）、加地議長（中央）、岩元副議長（右）

平成26年9月定例会　代表質問
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